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中田晋

臨 床 腫 瘍

学分野・准

教授

がん幹細胞を駆逐する標的

分子の探索

がん幹細胞維持機構の

解明および細胞増殖阻

害化合物の同定

戸田侑紀

病 態 生 理

学分野・助

教

がん細胞の悪性化機構の解

析と阻害剤のスクリーニング

がん幹細胞維持機構の

解明および細胞増殖阻

害化合物の同定

赤路健一
薬 品 化 学

分野・教授

がん関連標的蛋白質の機能

調節分子の創出

がん分子標的治療薬の

デザイン・合成

服部恭尚

共 同 利 用

機器センタ

ー・講師

神経変性疾患関連蛋白質の

機能調節分子の創出

アミロイド凝集阻害薬の

創製

小林数也

薬 品 化 学

分野・准教

授

アミロイド産生調節蛋白質の

機能調節分の創出

アミロイド産生阻害薬の

創製

中村誠宏
生 薬 学 分

野・准教授

天然資源からの抗がんシー

ズの探索とリード化合物の創

製

天然由来シーズの探

索、リード化合物創製の

ための構造活性相関研

究
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小島直人

薬 品 製 造

学分野・准

教授

アセトゲニン誘導体による抗

がんシーズの探索とリード化

合物の創製

アセトゲニン誘導体を用

いたリード化合物創製の

ための構造活性相関研

究

長谷川功紀

共 同 利 用

機器センタ

ー・准教授

がん関連標的蛋白質の機能

調節分子の創出

高感度視覚化に基づく

新規がん細胞検出法の

探索

野口正弘

京 都 薬 科

大学・客員

教授

知的財産の特許申請を担当
発掘されたシーズの特

許申請

芦原英司

病 態 生 理

学分野・教

授

がん細胞の悪性化機構の解

析と阻害剤のスクリーニング

がん幹細胞維持機構・

がん細胞の転移機構の

解明と治療標的分子の

同定

（共同研究機関等）

（佐賀大学）

木村晋也

医学部・教

授

臨床検体を用いた新規化合

物のPOCの証明と臨床試験

の立案

新規分子標的薬の臨床

応用

（近畿大学）

藤田貢
医学部・准

教授

Sleeping Beauty トランスポゾ

ンを用いた自然発症型悪性

腫瘍モデルマウスの作製

ヒトのがん病態に酷似し

た正所性担がんモデル

マウスの作製

（摂南大学）

久家貴寿
薬学部・助

教

がん細胞における細胞分裂

制御の解析

がん細胞増殖機構の解

明と治療標的分子の同

定に関する助言

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

がん幹細胞維持機構の

解析

細 胞 生 物 学 分

野・助教
賀川裕貴

がん幹細胞維持機構の

解明および細胞増殖阻

害化合物の同定

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日）

新

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

なし（大学院生） 病態生理学分野・助教 戸田侑紀

がん幹細胞維持機構

の解明および細胞増

殖阻害化合物の同定

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日）
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新

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

熊本大学・助教
共同利用機器センター・准

教授
長谷川功紀

高感度視覚化に基づ

く新規がん細胞検出

法の探索

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

がん細胞における細胞

分裂制御の解析

生化学分野・助

教
久家貴寿

がん細胞増殖機構の解

明と治療標的分子の同

定

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日）

新

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

京都薬科大学

生化学分野・助教
摂南大学 薬学部・助教 久家貴寿

がん細胞増殖機構の

解明と治療標的分子

の同定に関する助言

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

Ca2+シグナルによるが

ん化の解明および治療

標的分子の同定

薬理学分野・助

教
鬼頭宏明

がん化に伴うイオンチャ

ネルの活性変化と細胞

内 Ca2+シグナル異常の

解析

（変更の時期：平成 29 年 12 月 31 日）

新

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

京都薬科大学

薬理学分野・助教
名古屋市立大学・助教 鬼頭宏明

プロジェクトに参画し

ない

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

がん幹細胞を標的とす

る再発予防シーズの探

索

公 衆 衛 生 学 分

野・ 講師
長谷井友尋

がん幹細胞繊維機構の

解明および再発予防化

合物の同定

（変更の時期：平成 30 年 3 月 31 日）

新

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

京都薬科大学 公衆

衛生学分野・ 講師
大阪薬科大学・准教授 長谷井友尋

プロジェクトに参画し

ない
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成）

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要

【研究プロジェクトの目的・意義】
京都薬科大学が独自に開発してきた疾患関連評価系と創薬研究基盤を有機的に融合さ

せ、充実した健康長寿生活の実現に貢献できる大学発創薬ベンチャー基盤の確立を目的と

する。悪性腫瘍と認知症に焦点を絞り、アカデミアの学術基盤を用い新たな創薬・予防薬シ

ーズを発掘する。得られたシーズの学術的評価に臨床評価を加味し、シーズのライセンスア

ウトを目指した産学連携プラットフォームを構築する。アカデミア視点の治療薬・予防薬の創

出を目指す。さらに、若手研究者を主体とした将来につながる大学発創薬ベンチャー基盤の

確立を目指す。これら一連の研究活動は、私立大学の特徴を生かした機動性の高い創薬ベ

ンチャー基盤の確立とともに、将来を担う若手薬学研究者の育成にも大いに寄与する。

（２）研究組織

本学の当該内容の研究者を①シーズ発掘・バリデーショングループ（GGrr--II）と②合成・相互

作用解析グループ（GGrr--IIII）の 2つのグループに分け、各グループの先進的創薬研究を有機的

に融合した研究拠点形成を行った。進捗会議を通じ各研究者の所有するシーズを洗い出し、

その中から共同で遂行する創薬シーズを選定し、分子標的治療薬・予防薬を創製するプラッ

トフォームを築き、研究を遂行した。さらに臨床試験の立案経験を有する学外臨床医学研究

者と協力し、トランスレーショナルリサーチ体制を築いた。シーズのライセンスアウトに向けて

は、学内の知的財産・産学官連携センターと連携し、特許取得のためのサポート体制を築

き、2 つの特許を出願した。現在さらに、4 つの特許出願に向けて研究を遂行中であり、大学

発ベンチャーの設立およびトランスレーショナルリサーチ開始に向け、準備中である。

（３）研究施設・設備等

【施設】
1. 愛学館：面積（1,455 m2）、研究室等数（35）、プロジェクトに関係する使用者数（119 人）
2. 躬行館：面積（1,176 m2）、研究室等数（24）、プロジェクトに関係する使用者数（58 人）
3. S 棟：面積（1,007 m2）、研究室等数（33）、プロジェクトに関係する使用者数（20 人）
4. 創薬科学フロンティア研究センター：面積（2,312 m2）、研究室等数（27）、プロジェクトに関

係する使用者数（171 人）
5. バイオサイエンス研究センター：面積（781 m2）、研究室等数（15）、プロジェクトに関係す

る使用者数（106 人）
【主な装置、設備】
1. In vivo imaging system Lumina IIIXR：使用時間（1081 時間）
2. X 線照射装置 MultiRad160：使用時間（153 時間）
3. 共焦点レーザー顕微鏡システム LSM510META：使用時間（2233時間）(平成27-28年度)
4. 共焦点レーザー顕微鏡システム LSM800：使用時間（5376 時間）
5. FACS Calibur：使用時間（1832 時間）
6. LSRFortessa：使用時間（2988 時間）（平成 28 年度に導入）
7. FACSJazz：使用時間（1379 時間）
8. 細胞イメージングシステム Operetta：使用時間（2069 時間）
9. GloMax Discovry System：使用時間（1526 時間）
10. 核磁気共鳴装置 JEOL ECS400：使用時間（7879 時間）
11. 核磁気共鳴装置 JEOL LA500：使用時間（20676 時間）
12. 核磁気共鳴装置 JEOL ECA600：使用時間（35168 時間）
13. 核磁気共鳴装置 Bruker AVANCE III HD：使用時間（7415 時間）
14. 核磁気共鳴装置 Bruker ASCEND500：使用時間（1510 時間）（令和元年度に導入）
15. MALDI-TOF 型質量分析計 Bruker microflex：使用時間（820 時間）
16. 大気中イオン化質量分析機 島津 LCMS-IT-TOF：使用時間（1112 時間）
17. ハイブリッド型質量分析装置 JEOL SX-102A QQ：使用時間（484 時間）
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18. ガスクロマトグラフ質量分析計 JEOL JMS-GCmate II：使用時間（503 時間）
19. フーリエ変換赤外分光光度計 日本分光 FT/IR-4600：使用時間（351 時間）
20. 円二色性分散計 J-1500-450STG：使用時間（802 時間）
21. シングル四重極 LCMS Agilent LC/MS 6130B：使用時間（2423 時間）

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。

5 年の研究期間をシーズ発掘・バリデーショングループ（Gr-I）と合成・相互作用解析グルー

プ（Gr-II）、それぞれの研究シーズの発掘の時期（平成 27-29 年度）と、それらの研究シーズ

を集約し設立した 4 つの新たなプロジェクト研究を遂行した時期（平成 29-令和元年度）に分

け、本プロジェクトを運営した。

《平成 27-29 年度前半》

II．．シシーーズズ発発掘掘・・ババリリデデーーシショョンンググルルーーププ（（GGrr--II））

1. -catenin/TCF レポーターアッセイ法を用いて、新規 Wnt/-catenin 経路阻害剤を発掘

し、これらは多種のがん細胞株の増殖を抑制することを見出した。

2. がん細胞の遊走能・浸潤能双方を抑えるクマリン系化合物 daphnetin をヒット化合物とし

て構造活性相関研究を行い、遊走能および浸潤能抑制新規化合物を同定した。

3. がん幹細胞が生存する骨髄ニッチの低酸素環境を模倣した低酸素状態で長期培養可

能となった低酸素環境適応骨髄腫細胞株が、幹細胞性を有することを見出した。

4. 新規ブロモドメイン阻害剤が、多発性骨髄腫の増殖を抑制することを見出した。

5. 神経膠芽腫の根治を目指すため、神経膠芽腫幹細胞の性状解析を行い、乳酸輸送に

関わる輸送体が高発現していることを見出し、その輸送体の阻害剤により増殖が抑制さ

れることを見出した。

6. 高転移性マウス骨肉腫細胞株の遊走/浸潤能を抑えるネムロコウホネ由来化合物を同

定した。

7. がん細胞指向性を有する神経膠芽腫が分泌するエクソソーム由来の脂質成分で再構

成したリポソームがエクソソームの指向性を再現することを見出した。

8. がん細胞中のアミノ酸代謝酵素γ-グルタニルシクロトランフェラーゼ（GGCT）発現を抑

制することで、がん細胞増殖が抑制されることを見出した。

9. 新規アセトゲニン誘導体が膠芽腫幹細胞の増殖を顕著に抑制し、AMPK 経路の活性

化、細胞周期停止およびアポトーシス細胞死を誘導することを見出した。

10. 細胞分裂イメージングによるがん細胞の細胞分裂を標的とする抗がん剤化合物のスク

リーニング法を確立し、約 30 種の化合物を細胞分裂標的薬候補として同定した。

11. ゼブラフィッシュによるソニックヘッジホッグ(Shh)シグナル活性評価系と KSHV 感染原発

性体腔液性リンパ腫（PEL）モデルマウスによる抗腫瘍化合物評価系を作製した。

12. 骨芽細胞増殖には Ca 活性化 K チャネル KCa3.1 が関与し、細胞分化には内向き整流

性 K チャネル Kir2.1 が関与することを明らかにした。

IIII．．合合成成・・相相互互作作用用解解析析ググルルーーププ（（GGrr--IIII））

1. Gr-I による-catenin/TCF レポーターアッセイ法を指標に活性化合物を見出した。見出

した活性化合物は合成困難であり、新規候補化合物の設計と合成を継続中である。

2. がん細胞の転移を抑制する新規クマリン系化合物の作用標的探索研究を行い、化合物

の自家蛍光を利用し、細胞内核周辺に集積することを見出した。

3. 葱白、ネムロコウホネ根茎、クロタネソウ種子を素材とし悪性腫瘍に対する予防・治療成

分の探索を進めている。これまでに、約 90 種類の化合物を単離した。

4. 金針花およびアカネ根部から得られた成分を用いラット副腎髄質褐色細胞腫由来細胞

（PC12 細胞）における神経分化促進作用および A凝集抑制作用の検討を進めてい

る。これまでに、約 20 種類の化合物を単離し活性を評価した。

5. アセトゲニンチオフェンアナログの水溶性化を指向した構造活性相関研究を展開し、ア

ルキル鎖部位にエチレングリコール単位を導入した新規誘導体の合成を行った結果、
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左側側鎖部位への導入により、ヒトがん細胞増殖抑制活性を維持したまま水溶性を付

与できることを見出した。

6. ペプチド性 BACE1 阻害剤にアルケン架橋構造を導入した大環状阻害剤の合成と P1’

サイトにおける構造活性相関研究を行い、最適な置換構造に関する知見を得た。また、

新規低分子型BACE1阻害剤としてN-アミジノ含窒素環状骨格をデザインし*1、N-アミジ

ノピロリジン骨格において、弱いながらも BACE1 阻害活性を有する誘導体を見出した。

7. リガンドを用いた受容体検出法の開発を行い、神経内分泌腫瘍切片のソマトスタチン受

容体を検出に成功した。次にエストロゲンを用いて受容体検出法を開発している。

《平成 29 後半-令和元年度》

各グループ間の議論ならびに年 2 回の進捗会議、年 1 回の成果発表会を通して、平成 29

年度の後半には以下の 4 グループに集約し、各メンバーが協力して分子標的治療薬の創製

研究を行ってきた。また、今後のシーズ発掘のため、Gr-I、Gr-II としてのそれぞれの研究も継

続した。

AA．．44 ググルルーーププのの進進捗捗

①① WWnntt//--ccaatteenniinn 阻阻害害薬薬のの創創製製

1. 約 60 種類の新規Wnt/-catenin 経路阻害化合物を創製し、-catenin/TCF 活性低

下を、Luc レポーターアッセイを用いて確認した。

2. -catenin/TCF 活性をより強く低下させた化合物群を用いて、多くのがん種に対して

増殖抑制およびアポトーシス誘導をもたらすことを明らかにした。

3. このことを基に、特許を出願した（特願 2018-237943、特願 2019-2015）。

②② ががんん転転移移抑抑制制薬薬のの創創製製

1. Daphnetin をヒット化合物として 57 種類の化合物を創製し、高転移性 LM-8 マウス骨

肉腫細胞の浸潤および遊走抑制効果を検討し、より強力にがん細胞の浸潤および

遊走を抑制する化合物を発掘した。

2. 新規クマリン系浸潤および遊走抑制化合物群は、ヒト骨肉腫細胞株、ヒト乳がん細

胞株の浸潤および遊走も抑制することがわかった。

3. 上記を基にして、特許出願を行った（特願 2018-237944）。

4. 遊走および浸潤抑制の評価のために、機械学習法に基づいた自動細胞計測システ

ムを開発した。

③③ アアセセトトゲゲニニンン誘誘導導体体ががんん治治療療薬薬のの創創製製

1. 膠芽腫は極めて難治性の悪性脳腫瘍であり、新規治療戦略の策定が必要である。

膠芽腫組織中に存在する膠芽腫幹細胞は、他の細胞とは異なる代謝リプログラミン

グを示すことが示唆されており、特に抗がん剤の耐性機序の克服にミトコンドリア代

謝による ATP 産生が寄与することが示唆されている。

2. 抗腫瘍効果を発揮する新規アセトゲニン誘導体を合成展開させ、膠芽腫の増殖を抑

制するミトコンドリア複合体 I阻害作用を有する新規化合物の探索とその作用機序解

明を行った。

3. 脳腫瘍モデルとしては、マウス発がんモデル、ヒト膠芽腫培養細胞モデルを用いた。

さらに、他のがん種に対する効果も検証すべく、ヒト大腸癌培養細胞およびマウス移

植モデルを用いて、抗腫瘍効果の検証を行った。

④④ AA産産生生抑抑制制おおよよびび凝凝集集阻阻害害薬薬のの創創製製

1. アルツハイマー病に対する予防・治療薬開発を目標に、BACE1 を標的とした A産生

抑制剤の創製に取り組んできた。ペプチド性BACE1阻害剤については、架橋部での

疎水性相互作用の重要性を明らかにし、ベンゼン環を利用した新たな架橋構造の有

用性を見出した。

2. P1’位の置換基については、パラ位・メタ位のそれぞれについて構造活性相関研究

を行い、最適な置換構造に関する情報を得ることができた。
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3. 低分子型BACE1阻害剤については、新規骨格としてN-アミジノピロリジンを考案し、

構造活性相関研究の結果、弱いながらも明らかな BACE1 阻害活性を示す誘導体を

見出すことができた。

BB．．個個々々のの研研究究者者のの研研究究

II．．シシーーズズ発発掘掘・・ババリリデデーーシショョンンググルルーーププ（（GGrr--II））

1. コウホネ由来化合物が高転移性マウス骨肉腫 LM-8 細胞株の遊走能および浸潤能抑

制作用の機序を解明した。

2. 開発中の新規 BRD 阻害剤が、多種のがん細胞の増殖を抑制し、アポトーシスを誘導す

ることを明らかにした。

3. 開発中の新規 BRD/CBP/P-300 マルチブロモドメイン阻害薬が、MLL 遺伝子関連白血

病の増殖を抑制することを明らかにした。

4. BRD 阻害薬に耐性を示す MLL 遺伝子関連急性骨髄性白血病株を樹立し、その機序を

発見した。

5. エクソソームに対する抗体に、アルギニンペプチド（直鎖型および分岐鎖型）をリンカー

として siRNA を結合させた新規の drug delivery system（DDS）を開発した。

6. 悪液質誘発担がんモデルマウスの作製に成功した。

7. 1%O2 の低酸素環境に適応したがん幹細胞様の多発性骨髄腫細胞の増殖に関わるシグ

ナルを明らかにした。

8. 酸化ストレスセンサーである DJ-1 が、がん幹細胞維持に重要であることを発見した。

9. エクソソームの脂質成分をもとに作製した新規リポソームがDDSとして有効であることを

発見した。

10. 1%O2 の低酸素環境に適応したがん幹細胞様の多発性骨髄腫細胞から分泌されるエク

ソソームの性状が、通常酸素下で培養された骨髄腫細胞から分泌されるエクソソーム

の性状と異なることを発見した。

11. Src 型チロシンキナーゼの活性化によって、がん細胞が、パクリタキセル等の細胞分裂

期標的抗がん剤に対し、耐性化する仕組みを解明した。

12. 細胞分裂期標的抗がん剤の探索に有効な微小管の新規染色法を開発した。

13. マウス前骨芽細胞に KCa3.1 が機能発現することを明らかにした。

IIII．．合合成成・・相相互互作作用用解解析析ググルルーーププ（（GGrr--IIII））

1. 21 世紀初の新興感染症である SARS の原因ウイルス増殖に必須の SARS 3CL プロテ

アーゼを阻害する新規低分子型阻害剤の設計と合成、阻害活性評価を行った。

2. N-アミジノピペリジン骨格を有する誘導体の合成法を確立し、BACE1 阻害活性物質を

見出した。

3. アリウム属（ネギ属）植物を素材とし含有成分の探索を継続して進め、得られた成分お

および誘導体の抗がん、抗単純ヘルペスウイルス活性評価を行った。

4. リガンド誘導体を用いて受容体を検出・可視化するWestern ligand blot (WLB)法とリガン

ド誘導体染色 (LDS)法を開発した。

5. アセトゲニンチオフェンアナログの THF 環部分 17-18 位の相対配置が threo であること

が活性の発現に重要であることを見出した。

6. 蛍光標識化プローブの合成を行い、本化合物はミトコンドリアへの局在が見られること、

複合体 I 選択的阻害活性を示すことを明らかにした。

＜優れた成果が上がった点＞

《平成 27-29 年度前半》

II．．シシーーズズ発発掘掘・・ババリリデデーーシショョンンググルルーーププ（（GGrr--II））

1. 新規 Wnt/-catenin 経路阻害化合物が、がん細胞株*2-3、がん幹細胞*4 にアポトーシス
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を誘導することを見出した。転移関連遺伝子の発現を抑制し、細胞遊走を抑制すること

を見出した*5。

2. クマリン系化合物 daphnetin*6および新規クマリン系化合物*7が、低分子 G タンパク質の

発現を抑制することでアクチン重合を抑え、細胞遊走/浸潤を抑制することを見出した。

3. 低酸素環境適応骨髄腫細胞株の幹細胞性維持に TGF-/Smad 経路が重要であること

を見出した*8。

4. 新規ブロモドメイン阻害剤が正所性骨髄腫モデルマウスの生存期間を延長し*9、分子標

的治療薬と相乗的に骨髄腫細胞株の増殖を抑制することを見出した*10。

5. 乳酸輸送体（MCT1）が神経膠芽腫幹細胞の治療標的分子であることを見出した*11。

6. コウホネ由来化合物が高転移性マウス骨肉腫細胞株の遊走能および浸潤能抑制を有

することを見出した。

7. 神経膠芽腫細胞由来エクソソームの膜表面タンパク質が自身のがん細胞指向性に寄

与しないことを明らかにした*12。本エクソソームの脂質成分で再構成したリポソームが、

がん細胞指向性の一部を再現した*13。

8. 乳がんや膠芽腫等のがん細胞の増殖が GGCT に依存し、その欠乏が p21/p16 誘導を

介した細胞周期停止および細胞老化を惹起することを見出した*14。GGCT の新規結合

分子として転写抑制性制御因子 Prohibitin-2 を見出した*15。新規 GGCT 酵素活性阻害

剤プロドラッグを創製し、前立腺癌担がんモデルの進展を抑制することを見出した*16。

9. Src の異常な活性化は、がん細胞に DNA 損傷を与えることで染色体異常を誘導するこ

とを見出した*17-18。微小管標的抗がん薬の評価に有用な新規微小管免疫染色法を開発

した*19。がん治療の標的分子候補 FAM83H が、がん細胞間の接着性を低下（運動性は

増加）させる仕組み等を解明した*20-21。

10. KSHV 感染原発性体腔液性リンパ腫（PEL）を免疫不全マウスへ移植した抗腫瘍化合物

評価モデルを用い、天然物由来化合物のShh シグナル抑制と抗腫瘍活性を評価した結

果、複数個の化合部がそれらの活性を有していることを見出した*22。

11. マウス前骨芽細胞に KCa3.1 が機能発現することを初めて明らかにした。

IIII．．合合成成・・相相互互作作用用解解析析ググルルーーププ（（GGrr--IIII））

1. 活性のある複数のWnt/-カテニン阻害剤を見出し、活性発現に重要な部分構造を明ら

かにした。新規候補化合物が、標的蛋白質探索のリガンドとなり得ることを見出した。

2. 転移抑制性クマリン化合物が細胞膜を透過し、核周辺に集積することを見出した。

3. 葱白やネムロコウホネなどから単離した稀有な環状硫黄化合物や含硫黄セスキテルペ

ンアルカロイド二量体が、悪性腫瘍に対する医薬品シーズとして有用である可能性を示

した*23-26。

4. 金針花およびアカネ根部から得られた成分が有意な PC12 細胞における神経分化促進

様作用あるいは Aβ凝集抑制作用を示すことを見出した*27。

5. アセトゲニンチオフェンアナログの THF 環部分 17-18 位の相対配置が threo であること

が活性の発現に重要であることを見出した*28。蛍光標識化プローブの合成を行い、本化

合物はミトコンドリアへの局在が見られること*29、複合体 I 選択的阻害活性を示すことを

明らかにした*30。

6. 側鎖に末端アルケンを有するヒドロキシエチルアミンユニットの合成法を確立し*31、大環

状阻害剤の合成を達成した*32。エポキシ体を鍵中間体とした効率的な P1’誘導体の合

成法を確立し*33、構造活性相関研究から、P1’芳香環上の置換基に関する新たな知見

を得た*34。BACE1 阻害活性を有する新規骨格として、N-アミジノピロリジンを見出した
*35。

7. リガンドを用いた受容体検出法の開発において、神経内分泌腫瘍切片のソマトスタチン

受容体を検出することに成功した。免疫組織化学染色法に比べより高い検出率である

ことを見出した*36。
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《平成 29 年度後半-令和元年度》

AA．．44 ググルルーーププのの進進捗捗

①① WWnntt//--ccaatteenniinn 阻阻害害薬薬のの創創製製

1. 新規 Wnt/-catenin 経路阻害化合物群が大腸がん*37、膵がん、急性骨髄性白血病
*38、急性リンパ芽球性白血病、多発性骨髄腫、悪性リンパ腫、神経膠芽腫、乳がん、

等の細胞株の増殖を、有意に抑制することを示した。

2. 新規 Wnt/-catenin 経路阻害化合物群は-catenin の mRNA 発現には影響を与え

ることなく、タンパク質の発現を減少させることがわかった。

3. 新規 Wnt/-catenin 経路阻害化合物群は Wnt 経路下流の c-Myc、Cyclin D1、

Survivin、等の mRNA およびタンパク質発現を減少させることがわかった。

4. 新規 Wnt/-catenin 経路阻害化合物群は細胞周期を G1 期で停止させ、かつアポト

ーシスを誘導することがわかった。

5. 新規Wnt/-catenin経路阻害化合物群はcancer sphere 法および1%O2の低酸素培

養法を用いたがん幹細胞に対して、増殖抑制効果を有することがわかった。

6. 新規 Wnt/-catenin 経路阻害化合物群の細胞死には、一部 ROS 産生を介すること

がわかった。

7. 新規 Wnt/-catenin 経路阻害化合物を磁性ビーズ上に固定化する最適条件を見出

し、分子プローブ作製に成功した。*37

8. 新規 Wnt/-catenin 経路阻害化合物を分子プローブ化し、細胞破砕液と反応させ、

電気泳動を行うことでタンパク質分離に成功した。*37

9. 新規Wnt/-catenin経路阻害化合物と低活性化合物を分子プローブ化し、標的分子

の候補となるバンドを絞り込み、プロテオミクス解析により候補タンパク質の同定に

成功した。

②② ががんん転転移移抑抑制制薬薬のの創創製製

1. 新規クマリン系浸潤および遊走抑制化合物群もリード化合物 daphnetin 同様、Rac1

等のアクチン重合/脱重合に関わる低分子量Gタンパク質のmRNA発現に影響を与

えることなく、タンパク質の発現を減少させることがわかった。*39

2. 新規クマリン系浸潤および遊走抑制化合物群は、細胞質内のストレスファイバーの

形成を抑制することがわかった。*39

3. 細胞内ストレスファイバーの形成に関わる低分子Gタンパク質の発現を抑制すること

で、新規クマリン系化合物はがん細胞浸潤/遊走を抑制することがわかった。*39

4. また低分子 G タンパク質のmRNA発現量には影響を与えないことがわかった。*39

5. 三次元培養法を用いて、新規クマリン系浸潤および遊走抑制化合物群がLM-8細胞

の集団遊走（collective migration）も抑制することがわかった。

6. IVIS Lumina IIIXR を用いた自発肺転移モデルを完成させた。

7. 遊走および浸潤抑制の評価のために、機械学習法に基づいた自動細胞計測システ

ムを開発し*40、そのシステムを用いることで目視によるカウント法に比べ、計測時間

が短縮された。

8. がん転移抑制薬の標的タンパク質をビーズ法により濃縮し、SDS-PSGE で分離・検

出することに成功した。

③③ アアセセトトゲゲニニンン誘誘導導体体ががんん治治療療薬薬のの創創製製

1. 膠芽腫幹細胞の増殖を抑制する新規アセトゲニン誘導体を合成した。

2. 新規アセトゲニン誘導体はミトコンドリア代謝を阻害し、ミトコンドリア膜電位の低下、

酸素消費量の抑制、NAD+/NADH 比の低下をきたし、結果的に細胞内 AMP/ATP 比

を増大させて、AMPK 経路の活性化および NFAT 転写因子の発現を低下させること
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によって膠芽腫幹細胞の増殖を抑制することを見出した。

3. 新規アセトゲニン誘導体は既存の抗がん剤テモゾロミドの効果を増強することを見

出した。

4. テモゾロミド耐性を惹起するオートファジー依存性 ATP サージを新規アセトゲニン誘

導体が阻害させることを見出した。

5. 新規アセトゲニン誘導体は大腸癌細胞に対しても増殖抑制効果を示し、生体内腫瘍

に対しても抗腫瘍効果を示した。

④④ AA産産生生抑抑制制おおよよびび凝凝集集阻阻害害薬薬のの創創製製

1. ペプチド性架橋型阻害剤と低分子型阻害剤のいずれにおいても、いまだ十分な高活

性誘導体を得られてはいないものの、今後の構造展開を行う上で重要な知見を得る

ことができた。特に、阻害剤の疎水性を向上させることで脳内移行性の向上が見込

める環状阻害剤の設計において、芳香環の導入と環サイズの影響を見極めることが

できたことは大きな進捗として挙げられる。*41

2. P1’誘導体において、パラ位置換基を精査した結果、親化合物よりも約 10 倍高活性

な誘導体を見出すことができた。その阻害活性は当初目標であったサブ μM オーダ

ーの値（IC50 = 0.58 μM）であった。

BB．．個個々々のの研研究究者者のの研研究究

II．．シシーーズズ発発掘掘・・ババリリデデーーシショョンンググルルーーププ（（GGrr--II））

1. コウホネ由来化合物が高転移性マウス骨肉腫 LM-8 細胞株の遊走能および浸潤能抑制

作用は、LIM domain kinase 1 の発現を抑制することでもたらされることを発見した。*40

2. 開発中の新規BRD阻害剤が、多発性骨髄腫、急性骨髄性白血病、急性リンパ芽球性白

血病、悪性リンパ腫の増殖を抑制し、アポトーシスを誘導することを明らかにした。

3. 新規 BRD 阻害剤が、胆管がんおよび乳がん細胞の増殖を抑制し、放射線療法との併用

で相乗的に増殖抑制作用を持つことを明らかにした。

4. 新規 BRD 阻害剤が、ブルトンキナーゼ阻害薬との併用で悪性リンパ腫細胞の増殖を相

乗的に抑制することを明らかにした。

5. 新規 BRD 阻害剤が、MLL 遺伝子関連急性骨髄性白血病に対して、CDK4/6 阻害薬との

併用で相乗的増殖抑制作用を示すことを明らかにした。*42

6. 新規 BRD 阻害剤が、MLL 遺伝子関連急性リンパ芽球性白血病に対して、Bcl-2 阻害薬

との併用で相乗的増殖抑制作用を示すことを明らかにした。

7. 新規 BRD 阻害剤が、オートファジー阻害剤との併用で、神経膠芽腫細胞の増殖を相乗

的に抑制することを明らかにした。

8. BRD 阻害薬に耐性を示す MLL 遺伝子関連急性骨髄性白血病株を樹立し、CDK 活性非

依存的なCDK4/6 の機能が関わる可能性を示し、CDK4/6阻害剤がBRD阻害剤耐性白

血病細胞の増殖を抑制することを発見した。*43

9. BRD阻害薬に耐性を示すMLL遺伝子関連急性骨髄性白血病株を樹立し、Bcl-2の子発

現亢進が関与しており、Bcl-2 阻害剤が有効に BRD 阻害剤耐性白血病細胞の増殖を抑

制することを発見した。*44

10. 開発中の新規BRD/CBP/P-300マルチブロモドメイン阻害薬が、MLL遺伝子関連白血病

の増殖を抑制し、アポトーシスを誘導することを明らかにし、正所性急性リンパ芽球性白

血病モデルマウスの生存を有意に延長することを明らかにした。

11. エクソソームに対する抗体に、アルギニンペプチド（直鎖型および分岐鎖型）をリンカーと

してsiRNAを結合させた新規のDDSを開発した。多発性骨髄腫細胞由来のエクソソーム

に DDS が結合しエクソソームが多発性骨髄腫細胞内に取り込まれ、その結果 siRNA が

細胞内に導入され、標的分子の mRNA発現を減少させることに成功した。*45

12. ゾレドロン酸にて体外増幅・刺激したヒトT 細胞が、低用量のゲムシタビンとの併用で
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単独投与よりも有意に高く細胞死を誘導し、さらに正所性膀胱がんモデルマウスの生存

期間を延長することを示した。*46

13. ゾレドロン酸にて体外増幅・刺激したヒトT 細胞は、腫瘍細胞の PD-L1 発現に関係な

く、抗腫瘍効果を発揮することを明らかにした。*47

14. 新規モノピロリン酸化合物が、ゾレドロン酸よりも有意に多くのヒトT 細胞を増幅するこ

とを示し、かつ抗腫瘍効果も有意に高いことを示した。*48

15. 1%O2 の低酸素環境に適応したがん幹細胞様の多発性骨髄腫細胞には、ゾレドロン酸に

て体外増幅・刺激したヒトT 細胞は通常酸素濃度（20%O2）で培養した多発性骨髄腫細

胞に対するほど、抗腫瘍効果を示さないことを発見した。*49

16. 1%O2 の低酸素環境に適応したがん幹細胞様の多発性骨髄腫細胞の増殖は、一部

TGF-/Smad 経路に依存することを発見した。*8

17. 酸化ストレスセンサーである DJ-1 をノックダウンした神経膠芽腫細胞をマウスに移植し

た場合、対照群と比べて有意にマウス生存期間が延長し、DJ-1 が膠芽腫幹細胞の自己

複製における新規制御因子であることを発見した。*50

18. 腫瘍細胞由来のエクソソームの脂質成分で合成したがん細胞標的型リポソームにドキソ

ルビシンを内包し、標的細胞の増殖抑制に成功した。*51

19. siRNA の導入が困難な白血病細胞に対して、マクロピノサイトーシス活性化剤を前処置

することで、エクソソームに内包した siRNA の細胞内導入が向上することを発見した。

20. 1%O2 の低酸素環境に適応したがん幹細胞様の多発性骨髄腫細胞が分泌するエクソソー

ムは、骨髄腫細胞の代謝リプログラミングをもたらし、低酸素での生存に関わりことを発

見した。*52

21. がんの浸潤部で、がん関連タンパク質 FAM83H が高発現し、細胞骨格、スプライシング

等の制御に影響を与えている可能性を見出した。

22. KCa3.1 は前骨芽細胞の細胞膜電位を過分極させることで細胞外からの Ca2+流入を増加

させ、特に細胞周期G1期からS期への移行を促進することにより、細胞増殖を正に制御

する役割を持つことが示された。

IIII．．合合成成・・相相互互作作用用解解析析ググルルーーププ（（GGrr--IIII））

1. アザ-デカリン骨格に新規相互作用部位を有する SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の設計

と合成に成功した。*53

2. 合成した新規アザ-デカリン型 SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤は若干、阻害活性が向上

した。また、酵素活性中心と相互作用する置換基の検討によりジチオアセタールが有効

であることを見出した。

3. N-アミジノピペリジン骨格を有する BACE1 阻害剤の部分構造であるビフェニル環上に存

在する置換基の種類と位置が活性発現に重要であることを見出した。*54

4. アリウム属（ネギ属）植物ニンニクから得られるアリシンを用い、多様な鎖状および環状

含硫黄化合物の合成を達成した。*55

5. トウダイグサ科植物ヤマアイから、稀有な非対称のジピロール誘導体を見出すとともに、

その合成を達成した。

6. キンポウゲ科植物クロタネソウから、抗単純ヘルペスウイルス活性を有するドラベラン型

ジテルペンアルカロイド等を見出した。*56

7. タモキシフェン誘導体を用い、G タンパク質共役型エストロジェン受容体 (GPER)の検出

に成功した。そして、非小細胞肺癌病理検体を用いて GPER 陽性率を明らかにすること

ができた。*57

8. 水溶性化を指向した構造活性相関研究を展開し、アルキル鎖部位にエチレングリコール

単位を導入した新規誘導体の合成を行った結果、左側側鎖部位への導入により、ヒトが

ん細胞増殖抑制活性を維持したまま水溶性を付与できることを見出した。*58
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9. スルホンアミド結合の導入が毒性軽減に有用であることを見出し、xenograft モデルにお

いて抗腫瘍活性を示す新規誘導体の創製に成功した。*59

＜課題となった点＞

がん分子標的化合物について、特許申請後、導出時の臨床試験の計画を立てるにあたり、

どういった疾患でどういう試験を組むのかを考えておく必要がある。特にクマリン系転移抑制

化合物については、転移の出現の有無で評価するとなると、数年以上のかなり長期間の臨

床試験になる。簡易なバイオマーカーを探索しておく必要がある。現在、その一つとして、末

梢血液中の circulating tumor cells の評価法の確立を手掛けている。

他のがん分子標的化合物においても、それぞれ単剤での臨床試験にするのか、それとも標

準的治療薬との併用試験にするのかを考える必要がある。アセトゲニン誘導体がん治療薬

は、大腸癌移植モデルでは顕著な抗腫瘍効果を示した。しかしながら、移植モデルを用いた

膠芽腫モデルでは早期には抗腫瘍効果を示したが長期予後は満足できるものではなく、顕

著な延命効果を示さなかった。神経膠芽腫がん幹細胞を標的とするため、現在治療として用

いられているテモゾロミドとの併用療法を考えた。試験管内の実験では、既存の抗がん剤テ

モゾロミドと新規アセトゲニン誘導体の併用は相乗的効果増強を示したが、生体内腫瘍に対

する併用効果を実証することが今後の課題である。今後の研究活動において、これらの課題

点を解決していく。

ペプチド性架橋型阻害剤と低分子型阻害剤については、十分な阻害活性を有する化合物

を見出すことができなかった点が課題として挙げられる。また、全ての阻害剤において、脳内

移行性を含む物性の検討を行う段階まで研究を進めることができなかった点も課題として残

っている。今後は、物性を加味した構造活性相関研究を展開することで、ペプチド性阻害剤と

低分子型阻害剤の双方において、創薬シーズとなりうる新規化合物の創出を進めていく。

また今後の開発戦略を具体的に進めるために、上記の成果を踏まえ信頼しうる企業と早い

時期に相談し、出口戦略をよりはっきりさせる必要がある。

＜自己評価の実施結果と対応状況＞

研究の進捗確認は、常時グループ内で行うとともに、年2回small meetingと称し、全体が集

まり発表とともに、質疑応答および議論を行い、プロジェクト全体で個々の研究の評価を行っ

てきた。全体の統括は研究代表者の芦原が行ってきた。

各年度の進捗および成果については、毎年 annual meeting を開催し、学内全体に進捗を報

告し、学内の教員、研究者からの評価を受けてきた。また本学主催の KPU シンポジウムでも

研究成果の発表を行ってきた。成果がみられた時点で、学会発表および論文発表を行うとと

もに、各年度の研究業績を本戦略的研究基盤形成支援事業のホームページ

（http://labo.kyoto-phu.ac.jp/bunshi/index.html）にて公開してきた。さらに、学長、副学長、研

究科長、各部長職の教授により構成される本学幹事会からも、コメントおよびご意見を評価と

して受け、成果が優れている研究者に対しては学内の競争的研究資金から別途、研究費の

配分を受け、本学における研究活動の向上に貢献してきた。

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞

研究進捗を客観的に判断いただくため、2 名の学外有識者（京都府立医科大学大学院 医

学研究科 酒井敏行教授（現：創薬センター長）、京都大学大学院 薬学研究科 高須清誠

教授）に外部評価者を依頼し、中間報告書のご評価とともに毎年の成果発表会のご講評をい

ただいた。最終年度の成果報告会は、新型コロナウイルス感染の拡大防止のため中止し、

開催時予定していた発表内容の抄録集で成果報告とした。毎年、良好なご評価をいただいて

おり、総合所見としては、「学内のバイオロジストとケミストが協力して事業を行い、着実に進
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捗が認められる。今後は知財の導出のタイミングと導出後の研究開発を熟慮する必要があ

り、早い時期にベンチャー立ち上げの基盤を形成する必要がある。」というものであった。ご指

摘いただいた内容については、継続する共同研究活動中に実現する。なお、中間報告書の

評価票、最終年度成果報告会抄録集ならびに本最終成果報告書概要に対する評価票を合

わせて、参考資料として提出した。

＜研究期間終了後の展望＞

1. Wnt 経路阻害薬創製については、ビーズ法により標的分子候補が見つかっており、それ

らの中から真の標的分子を同定する。おそらく 2020 年中には同定できる。その分子と化

合物との X 線結晶構造解析を行い、さらに有効性の高い化合物を誘導し、特許申請およ

び導出の準備に入る。その段階でベンチャー立ち上げの準備とともに、パートナーとなる

製薬企業を探す。

2. クマリン系転移抑制化合物については、現在標的分子同定のプロセスに入っている。

Wnt 経路阻害薬創製と同様に進める。

3. アセトゲニン誘導体がん治療薬については、今年中に特許を出願するとともに、標的分

子を同定し、Wnt 経路阻害薬創製と同様に進める。

4. Aβ産生抑制および凝集阻害薬については、良好な活性を有する BACE1 阻害剤を見出

しており、本阻害剤について脳内移行性を含む各種物性の評価を行う。また、BACE1 と

阻害剤との X 線結晶構造解析を行い、物性と活性のバランスを取りながらより有効性の

高い化合物の創出を展開し、Wnt 経路阻害薬創製と同様に進める。

5. Gr-I および Gr-II で行っている個々の研究においても、新たなシーズが発掘されつつあ

る。今後も進捗報告会を続け、新たな共同研究体制を構築するとともに、さらに知財の取

得を目指しベンチャー立ち上げのためのシーズを蓄積していく。

＜研究成果の副次的効果＞

1. 今回開発してきた新規 Wnt/-catenin 経路阻害化合物群を、以下の特許として出願し

た。「特願 2018-237943、2019-2015 名称：Wnt シグナル伝達経路阻害剤 発明者：芦原

英司、服部恭尚、赤路健一」

2. 今回開発してきた新規クマリン系転移抑制化合物群を、以下の特許として出願した。「特

願 2018-237944 名称：癌転移抑制剤 発明者：芦原英司、中村誠宏、山下正行」

3. 今回明らかにしたBRD阻害薬の耐性機序は、CDK4/6の細胞周期制御非依存的な作用

によるもので、さらに現在汎用されてきている CDK4/6 阻害剤が有用であることを明らか

にしている。今後臨床で使用されるであろうBRD阻害薬に耐性が生じた症例への応用が

期待される。

4. 今回開発してきた新規 BRD/CBP/P-300 マルチブロモドメイン阻害薬は、現在臨床試験

中の BRD 阻害薬より MLL 白血病モデルマウスに対する副作用が少ないことがわかっ

た。将来、本薬剤が上市された場合、新たな有効な分子標的治療薬となり得、さらには

現在有効な治療薬のない MLL 白血病に対する有効な治療薬となる可能性がある。

5. ゾレドロン酸にて体外増幅・刺激したヒトT 細胞が、腫瘍細胞の PD-L1 発現に関係なく

抗腫瘍効果を発揮することは、医療費の高騰をもたらした PD-1 抗体に頼る必要がなく、

また PD-1 抗体/PD-L1 抗体に不応性の悪性腫瘍患者にも有効であることが期待され

る。現在、体外増幅したT細胞による臨床研究を考案中であり、今回発見した事象を確

認できれば、医療費の高騰を阻止できる可能性を秘めている。
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。）

（１） 分子標的治療薬 （２） 悪性腫瘍 （３） Wnt/-カテニン経路

（４） 転移 (５） クマリン系化合物 （６） アセトゲニン

（７） アルツハイマー病 （８） -セクレターゼ

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。）

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。
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9. Yaunao Hattori, Hidefumi Makabe: Chapter 5 The biological activities and synthesis of

2,6-disubstituted piperidinols. Frontiers in Natural Product Chemistry, 3: 196-220 (2017).

10. 長谷川功紀: 第 3章 放射性標識ペプチドを用いた分子病理診断・内用放射線治療薬剤

の開発. 医療・診断をささえるペプチド科学 ―再生医療・DDS・診断への応用―, 平野

義明監修, pp289-297, シーエムシー出版 (2017).

＜学会発表＞

①①シシーーズズ発発掘掘・・ババリリデデーーシショョンンググルルーーププ

1. Ryosuke Wakabayashi, Yasunao Hattori, Yusuke Sano, Yuki Sugiyama, Natsuki Imayoshi,



－ 29 －

（様式 2）

法人番号 261006

プロジェクト番号 S1511024L

Makou Tomogane, Keigo Amari, Yuki Toda, Kazuya Kobayashi, Shigekuni Hosogi, Kenichi

Akaji, Eishi Ashihara. Anti-tumor effects of a novel Wnt/-catenin pathway inhibitor

against acute myelogenous leukemia. The 3rd International Cancer Research Symposium

of Training Plan for Oncology Professionals (Osaka, Japan), 2020.2. *38

2. Keigo Amari, Natsuki Imayoshi, Yusuke Sano, Yuki Sugiyama, Makou Tomogane, Ryosuke

Wakabayashi, Yuki Toda, Shigekuni Hosogi, Toshihiko Imamura, Eishi Ashihara. Leukemic

cells with MLL-AF5q31 fusion acquire BET inhibitor resistance by upregulation of Bcl-2

expression. The 3rd International Cancer Research Symposium of Training Plan for

Oncology Professionals (Osaka, Japan), 2020.2.*44

3. 甘利圭悟、今吉菜月、佐野友亮、杉山雄輝、友金眞光、若林亮介、戸田侑紀、細木誠

之、今村俊彦、芦原英司：BET阻害剤耐性MLL白血病細胞株の性状解析および耐性克

服を目指した CDK4/6 阻害剤 Abemaciclib の有用性の評価．第 24 回造血器腫瘍研究

会．（神戸）2020.1.*43

4. Emi Soma, Yuki Toda, Shigekuni Hosogi, Asako Yamayoshi, Eishi Ashihara: Development

of exosome-capturing antibody-conjugated nucleic acid medicines targeting multiple

myeloma cells. The 61st Annual Meeting of the American Society of Hematology

(Orlando, FL, USA), 2019.12. *45 (ASH Abstract Achievement Award 受賞)

5. 戸田侑紀：Imaging of intercellular transport of exosomes toward development of novel

cancer therapy 神戸大学大学院医学研究科 先端医学シリーズ，（神戸），2019.10.

6. 茂山千愛美、藤田貢、安藤翔太、谷口恵香、飯居宏美、中田晋: Stat5b 阻害は発がんマ

ウスモデル由来膠芽腫幹細胞の増殖を阻害する. 第 69 回 日本薬学会関西支部総会・

大会 (神戸), 2019.10.

7. 谷口恵香、飯居宏美、影山進、高木寛子、安藤翔太、茂山千愛美、芦原英司、中田晋:

GGCT 発現低下でがん細胞に誘導されるオートファジーは AMPK を介して調節される.

―GGCT 阻害による抗がん効果のメカニズム解明― 第 69 回 日本薬学会関西支部総

会・大会 (神戸), 2019.10.

8. 高木寛子、飯居宏美、影山進、谷口恵香、吉矢拓、中田晋: GGCT 阻害とドセタキセルの

併用は前立腺がん細胞に対する増殖抑制を増強する. 第 69 回 日本薬学会関西支部

総会・大会 (神戸), 2019.10.

9. 大西崇広、金谷賢吾、飯居宏美、菅原櫻希子、小川遥香、高木寛子、谷口恵香、吉矢

拓、影山進、中田晋: Pro-GA の抗腫瘍効果のメカニズムには細胞周期停止と細胞老化

の誘導が関与する. 第 69 回 日本薬学会関西支部総会・大会 (神戸), 2019.10.

10. 安藤翔太、小島直人、茂山千愛美、藤田貢、谷口恵香、飯居宏美、中田晋: アセトゲニ

ン誘導体 JCI-20679 は膠芽腫細胞の増殖を抑制し NFAT 発現を抑制する. ―抗腫瘍性

アセトゲニン誘導体化合物の作用機序の解析― 第 69 回 日本薬学会関西支部総会・

大会 (神戸), 2019.10.

11. 遠藤百華、安藤孝太、松田凌平、谷口恵香、飯居宏美、影山進、高木寛子、茂山千愛

美、安藤翔太、中田晋: GGCT 発現低下は AMPK-FOXO3a-p21 経路を介して膠芽腫細

胞株の増殖を抑制する. ―GGCT 阻害による抗がん効果のメカニズム解明― 第 69 回

日本薬学会関西支部総会・大会 (神戸), 2019.10.

12. 佐野友亮、友金眞光、大村真穂、清水大器、宮下雅亜、戸田侑紀、細木誠之、芦原英

司. 低酸素環境に適応した多発性骨髄腫に対するT 細胞の抗腫瘍効果. 第 13 回 次

世代を担う若手医療薬科学シンポジウム (岐阜）, 2019.10. *49

13. Takuya Matsumoto, Akinobu Akatsuka, Shingo Dan, Takao Yamori, Hiroki Iwasaki,



－ 30 －

（様式 2）

法人番号 261006

プロジェクト番号 S1511024L

Masayuki Yamashita, Naoto Kojima: Convergent synthesis and growth inhibitory activity

evaluation of stereoisomers around THF ring of acetogenin thiophene analogues. 27th

International Society of Heterocyclic Chemistry Congress, Kyoto, Japan, 2019.9.

14. 飯居宏美、谷口恵香、高木寛子、茂山千愛美、影山進、中田晋: GGCT 阻害により誘導

されるMCF7がん細胞増殖抑制は、N-アセチルシステイン添加により回復する. 第78回

日本癌学会学術総会 (京都), 2019.9.

15. 谷口恵香、飯居宏美、影山進、高木寛子、茂山千愛美、安藤翔太、芦原英司、茶野徳

宏、河内明宏、中田晋: GGCT の発現低下は AMPK-FOXO3a-p21 経路を介してがん細

胞の増殖を抑制する. 第 78 回日本癌学会学術総会 (京都), 2019.9.

16. 中島里奈、早川詩乃、飯居宏美、高木寛子、谷口恵香、吉矢拓、影山進、中田晋: 新規

GGCT 阻害剤 pro-GA による MCF7 乳がん細胞の CDK 阻害因子 p21 誘導と増殖抑制

は N-アセチルシステイン添加により解除される. 第 24 回日本病態プロテアーゼ学会学

術集会 (岐阜), 2019.8.

17. 戸田侑紀、中山紗矢香、細木誠之、芦原英司. 低酸素環境適応における多発性骨髄腫

細胞が分泌するエクソソームの役割. 次世代を担う創薬・医療薬理シンポジウム 2019

(東京）, 2019.8.

18. 清水大器、友金眞光、宮下雅亜、清水輝記、佐野友亮、戸田侑紀、細木誠之、田中義

正、芦原英司. プロドラッグ化ビスホスホネート PTAがγδT細胞の増幅を促進し、非小

細胞肺がん細胞に対する抗腫瘍効果を増強する. 次世代を担う創薬・医療薬理シンポジ

ウム 2019 (東京）, 2019.8. *48

19. 上南静佳、今吉菜月、甘利圭悟、戸田侑紀、細木誠之、今村俊彦、芦原英司. MLL 関連

白血病に対する新規BET阻害剤CG14223 の抗腫瘍効果と新規併用療法の探索. 次世

代を担う創薬・医療薬理シンポジウム 2019 (東京）, 2019.8.*42

20. 松井透磨、戸田侑紀、沢田瑛子、浅山菜々子、板原多勇、中井亮太、横川 碧、細木誠

之、芦原英司. 前転移ニッチにおける骨髄系細胞の動員は乳酸アシドーシスを引き起こ

す. 次世代を担う創薬・医療薬理シンポジウム 2019 (東京）, 2019.8.

21. 杉山雄輝、山下正行、中村誠宏、長谷川功紀、西口大生、笠原愛実、吉澤正人、戸田侑

紀、細木誠之、芦原英司：Coumarin-based compounds inhibit migration and invasion of

murine osteosarcoma LM-8 cells. 第 28 回日本がん転移学会学術集会・総会 (鹿児島),

2019.7. *39

22. 杉山雄輝、戸田侑紀、細木誠之、芦原英司. クマリン化合物を基礎としたがん転移抑制

薬の創製. 第 23 回日本がん分子標的治療学会学術集会 （大阪）, 2019.6. *39

23. Mako Tomogane, Teruki Shimizu, Masatsugu Miyashita, Yusuke Sano, Daiki Shimizu, Yuki

Toda, Shigekuni Hosogi, Eishi Ashihara: The relationship between anti-tumor activity of

T cells and PD-1/PD-L1 axis for T cell immunotherapy. WIN 2019 Symposium

(Paris), 2019.6. *47

24. Yuki Toda, Sayaka Nakayama, Shigekuni Hosogi, Eishi Ashihara: Increased exosome

secretion is a way of hypoxic adaptation in multiple myeloma cells. *52 The 44th Annual

Meeting of the Japanese Society of Myeloma (Nagoya), 2019.5.（優秀ポスター受賞）

25. Teruki Shimizu, Masatsugu Miyashita, Atsuko Fujihara, Fumiya Hongo, Osamu Ukimura,

Eishi Ashihara: Standard anticancer agents increase the cytotoxicity of human

Vγ9Vδ2T cell via upregulation of NKG2D ligands in bladder cancer cells. American

Urological Association (AUA) Annual Meeting (Chicago), 2019.5. *46

26. Sayaka Nakayama, Yuki Toda, Shigekuni Hosogi, Eishi Ashihara: Increased exosome

secretion is essential for myeloma stem cells to survive in hypoxic condition.*52 The 8th
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Congress of the International Society for Extracellular Vesicles (Kyoto), 2019.4.

27. Yuki Toda, Saeka Ukai, Akari Kobayashi, Shin-ya Morita, Eishi Ashihara: Exosomal lipids

applicable to cancer targeting. *51 The 8th Congress of the International Society for

Extracellular Vesicles (Kyoto), 2019.4.

28. 戸田侑紀：DJ-1 により制御される膠芽腫の幹細胞性．KYOTO BASIC SCIENCE FORUM

（京都），2019.4. *50

29. Teruki Shimizu, Mako Tomogane, Yusuke Sano, Daiki Shimizu, Masatsugu Miyashita,

Atsuko Fujihara, Fumiya Hongo, Osamu Ukimura, Eishi Ashihara: Low dose gemcitabine

increases the sensitivity of human Vgamma9Vdelta2T cell mediated cytotoxicity through

NKG2D-NKG2D ligands axis in bladder cancer cells. American Association for Cancer

Research (AACR) Annual Meeting 2019 (Atlanta), 2019.3.*46

30. 延原真之、坂本唯、飯居宏美、谷口恵香、高木寛子、吉矢拓、津田修吾、望月雅允、影

山進、中田晋: 新規阻害剤による GGCT 酵素活性阻害効率の評価と PC3 ヒト前立腺が

ん細胞に対する抗腫瘍効果の解析. 日本薬学会 第 139 年会 (千葉), 2019.3.

31. 金谷賢吾、早川詩乃、飯居宏美、高木寛子、谷口恵香、吉矢拓、津田修吾、望月雅允、

影山進、中田晋: 新規 GGCT 阻害剤は細胞周期停止および細胞老化を誘導し MCF7 乳

がん細胞の増殖を抑制する. 日本薬学会 第 139 年会 (千葉), 2019.3.

32. 茂山千愛美、藤田貢、東馬智未、安藤翔太、河野雪那、谷口恵香、飯居宏美、中田晋:

Stat5b 阻害は発がんマウスモデル由来膠芽腫幹細胞にアポトーシスを誘導する. 日本

薬学会 第 139 年会 (千葉), 2019.3.

33. 河野雪那、小島直人、茂山千愛美、東馬智未、藤田貢、安藤翔太、谷口恵香、飯居宏

美、中田晋: アセトゲニン誘導体 JCI-20679 は膠芽腫細胞に対するテモゾロミドの効果

を増強する. 日本薬学会 第 139 年会 (千葉), 2019.3.

34. 谷口恵香、影山進、高木寛子、飯居宏美、芦原英司、茶野徳宏、河内明宏、中田晋:

Gamma-glutamylcyclotransferase (GGCT) 欠乏で誘導される p21 発現上昇は乳癌細胞

において Prohibitin-2 を介して調節される. 日本薬学会 第 139 年会 (千葉), 2019.3.

35. Teruki Shimizu, Masatsugu Miyashita, Atsuko Fujihara, Fumiya Hongo, Osamu Ukimura,

Eishi Ashihara: Standard anticancer agents increase the sensitivity of human Vγ9Vδ2T

cell mediated cytotoxicity through NKG2D ligands in urinary bladder cancer. 34th

European Association of Urology (EAU) Congress (Barcelona), 2019.3. *46

36. 羽立祐貴、若林亮介、服部恭尚、戸田侑紀、細木誠之、赤路健一、芦原英司：

Wnt/-catenin 経路阻害による新規がん分子標的治療薬シーズの創製. 平成 30 年度

第 4回 The Cutting Edge『けいはんな研究シーズ発表会』(京都), 2019.2. *37

37. Mako Tomogane, Teruki Shimizu, Masatsugu Miyashita, Yusuke Sano, Daiki Shimizu, Yuki

Toda, Eishi Ashihara: The relationship between anti-tumor activity of γδT cells and

PD-1/PD-L1 axis for γδT cell immunotherapy. 第 2 回国際がん研究シンポジウム.

(大阪), 2019.2. *47

38. 河野雪那、小島直人、茂山千愛美、藤田貢、安藤翔太、谷口恵香、高木寛子、飯居宏

美、中田晋: 脳腫瘍幹細胞マウスモデルを用いたアセトゲニン誘導体新規がん治療薬

開発. 平成 30 年度４大学連携研究フォーラム (京都), 2018.11.

39. 甘利圭悟、久米伶奈、若林亮介、友金眞光、戸田侑紀、高田和幸、芦原英司: 骨髄破壊

的な前処置は間葉系幹細胞において造血関連分子の発現を増加させる. 第 80 回日本

血液学会学術集会 (大阪), 2018.10.

40. 戸田侑紀: The role of DJ-1 in cancer stem cells. 京都 Cancer Biology セミナー (京都),

2018.10.
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41. Teruki Shimizu, Mako Tomogane, Masatsugu Miyasita, Yusuke Sano, Daiki Shimizu,

Osamu Ukimura, Eishi Ashihara. Development of Vγ9Vδ2T cell based c

hemo-immunotherapy in bladder cancer. The 77th Annual Meeting of the Japanese

Cancer Association, Osaka, Japan, 2018.9.

42. Keiko Taniguchi, Kengo Matsumura, Susumu Kageyama, Hiromi Ii, Eishi Ashihara, Tokuhiro

Chano, Akihiro Kawauchi, Tatsuhiro Yoshiki, Susumu Nakata: Prohibitin-2 regulates p21

expression induced by depleting gamma-glutamylcyclotransferase in breast cancer cells.

The 77th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association, Osaka, Japan, 2018.9.

43. Yuki Toda, Msao Itahara, Eishi Ashihara: DJ-1 regulates stem cell function in

glioblastoma. The 77th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association, Osaka,

Japan, 2018.9.

44. 飯居宏美、中田晋、谷口恵香、高木寛子、茂山千愛美、影山進、吉貴達寛: γ-グルタミ

ルシクロトランスフェラーゼを標的とした新規抗がん剤開発. 第 77 回 日本癌学会学術

総会 (大阪), 2018.9.

45. 清水輝記、友金眞光、宮下雅亜、浮村理、芦原英司: Development of intravesical human

γδT cell based chemo-immunotherapy against urinary bladder cancer in vitro and in

vivo. 第 22 回日本がん免疫学会総会 (岡山), 2018.8.

46. 戸田侑紀、吉村亮介、板原多勇、宇野智子、中田晋、山田佳菜枝、今井悠莉、高田和

幸、芦原英司: 神経膠芽種幹細胞における DJ-1 の機能. 生体機能と創薬シンポジウム

2018 (福岡), 2018.8.

47. Hiromi Ii, Taku Yoshiya, Susumu Nakata, Keiko Taniguchi, Koushi Hidaka, Shugo Tsuda,

Masayoshi Mochizuki, Yuji Nishiuchi, Yuko Tsuda, Kosei Ito, Susumu Kageyama, Tatsuhiro

Yoshiki: A novel prodrug of γ-glutamylcyclotransferase inhibitor has anti-proliferative

activity in vitro and anti-cancer activity in vivo. 20th international conference on

medicinal chemistry & rational drugs, (Vancouver, Canada), 2018.7.

48. Yuki Sugiyama, Seikou Nakamura, Hiroki Fukuda, Masato Yoshizawa, Shiori Tamai, Yuki

Toda, Kazuyuki Takata, Eishi Ashihara, A novel coumarin-based compound inhibits

invasion and migration of murine osteosarcoma cells in vitro. The 18th World Congress of

Basic and Clinical Pharmacology (Kyoto), 2018.7.

49. Mako Tomogane, Teruki Shimizu, Masatsugu Miyashita, Yusuke Sano, Daiki Shimizu,

Keigo Amari, Ryosuke Wakabayashi, Yuki Toda, Kazuyuki Takata, Eishi Ashihara: The

expression levels of PD-L1 in cancer cells affect T cell cytotoxicity. The 18th World

Congress of Basic and Clinical Pharmacology. (Kyoto, Japan), 2018.7. *47

50. Keigo Amari, Rina Kume, Mako Tomogane, Ryosuke Wakabayashi, Yuki Toda, Kazuyuki

Takata, Eishi Ashihara: Irradiation increased mRNA transcripts of hematopoiesis-related

molecules in bone marrow-derived mesenchymal stem cells. The 18th World Congress of

Basic and Clinical Pharmacology, (Kyoto, Japan), 2018.7.

51. Eriko Kuroda, Kazuyuki Takata, Sohei Kawanishi, Yuki Toda, Eishi Ashihara:

Differentiation of microglia-like cells from mice hematopoietic stem cells in peripheral

blood for therapeutic strategy against Alzheimer's disease. The 18th World Congress of

Basic and Clinical Pharmacology (Kyoto), 2018.7.

52. Kazuyuki Takata, Shohei Kawanishi, Eriko Kuroda, Shigehiko Takegami, Tatsuya Kitade,

Yuki Toda, Yoshihisa Kitamura, Shun Shimohama, Eishi Ashihara: Alpha7 nicotinic

acetylcholine receptor-specific stimulation ameliorates cognitive impairment in a mouse

model of Alzheimer's disease via suppression of neuronal γ-secretase activity and
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promotion of microglial amyloid-β phagocytosis The 18th World Congress of Basic and

Clinical Pharmacology (Kyoto), 2018.7.

53. Teruki Shimizu, Mako Tomogane, Masatsugu Miyashita, Osamu Ukimura, Eishi Ashihara:

Development of intravesical human T cell based chemo-immunotherapy against urinary

bladder cancer cells in an orthotopic xenograft model. 121th American Urological

Association (AUA) Annual Meeting (San Francisco, USA), 2018.5. *46

54. Teruki Shimizu, Mako Tomogane, Masatsugu Miyashita, Osamu Ukimura, Eishi Ashihara:

Combined use of standard anticancer agents increases the cytotoxicity of human γδT

cell in in vitro and in vivo in bladder cancer. 第 106 回日本泌尿器科学会総会 (京都) ,

2018.4.

55. Teruki Shimizu, Masatsugu Miyashita, Makou Tomogane, Osamu Ukimura, Eishi Ashihara:

Low dose gemcitabine increases the cytotoxicity of human T cell in in vitro and in an

orthotopic xenograft model in bladder cancer. 33rd European Association of Urology

Congress (Copenhagen, Denmark), 2018.3. *46

56. 清水輝記、友金眞光、宮下雅亜、佐野友亮、清水大器、浮村理、芦原英司, 膀胱癌にお

ける Vγ9Vδ2T 細胞複合免疫療法の開発. 第 77 回日本癌学会学術総会, 大阪市,

2018.9. *46

57. 戸田侑紀、吉村亮介、板原多勇、宇野智子、中田晋、山田佳菜枝、今井悠莉、高田和

幸、芦原英司: DJ-1 は神経膠芽種幹細胞の維持に寄与する. 次世代を担う創薬・医療

薬理シンポジウム 2018（福岡）, 2018.8. *50

58. 戸田侑紀： 生体内の情報伝達顆粒を利用した腫瘍標的化技術の開発. KYOTO BASIC

SCIENCE FORUM (京都）, 2018.4. *51

59. 飯居宏美、中田晋、谷口恵香、吉矢拓、津田修吾、望月雅允、影山進、吉貴達寛: 新規
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148.柿花采那、大東優衣、齊藤洋平、久家貴寿、中山祐治: Hsp105 による染色体分配制御

機構. 日本薬学会第 136 年会 (横浜), 2016.3.

149.齊藤洋平、的崎雅史、湯川明久、多田円香、久家貴寿、中山祐治: Hsp70 誘導および温

熱感受性におけるサイトカインシグナル伝達系転写因子 Stat3 の関与. 日本薬学会第

136 年会 (横浜), 2016.3.

150.河内麻由美、長谷井友尋、川久保慶一、北野祐香、廣本麻里、新井千佳、渡辺徹志: 食

品中の新規変異原性物質 ABAQ の分析. 日本薬学会第 136 年会 (横浜), 2016.3.

151.古川奈美、クゥリバリスレイマン、阿部真帆、北村重晴、久保裕希、河瀬裕美、中大路友

亮、長谷井友尋、出口雄也、渡辺徹志: 黄砂飛散と大気中のタンパク及びエンドトキシン

濃度の関係. 日本薬学会第 136 年会 (横浜), 2016.3.

152.高橋明日香、吉村亜季、繁多敬久、大西結衣、関奈緒子、野村春菜、長谷井友尋、ルン

ドステットステファン、渡辺徹志: スウェーデン産業廃棄物処理場の表層土壌の変異原

性物質の検索. 日本薬学会第 136 年会 (横浜), 2016.3.

153.草野穂、高橋一輝、西川太介、古川綾乃、長谷井友尋、中村誠宏、松田久司、渡辺徹

志: 陳皮中に含まれる抗変異原性物質の探索. 日本薬学会第 136 年会 (横浜), 2016.3.

154.中田有美、長谷井友尋、阪口真臣、和田光弘、米田眞希、白石祥一、池盛文数、渡辺徹

志: 表層土壌中の強変異・がん原性物質 3,9-dinitrofluoranthene 及び 1,3-、1,6-、

1,8-dinitropyrene 異性体、1,3,6-trinitropyrene の分析. 日本薬学会第 136 年会 (横浜),

2016.3.

155.住居潤美、久野翔平、間瀬裕子、今堀大輔、住田大志、横川玲奈、長谷井友尋、渡辺徹

志: Glucose と L-tryptophan のメイラード反応により生成する新規変異原性物質の分離

および同定. 日本薬学会第 136 年会 (横浜), 2016.3.

156.川添智子、新開史崇、河合佑季、小池真生子、長谷井友尋、渡辺徹志: 茶中の

3,6-Dinitrobenzo[e]pyrene の定量分析及び茶の抗変異原性の評価. 日本薬学会第136

年会 (横浜), 2016.3.

157.鬼頭宏彰、榊原侑香、森広晴香、大矢進: 骨芽細胞の細胞増殖に対する中コンダクタン

ス Ca2+活性化 K+チャネル（KCa3.1）の寄与の解明. 第 89 回日本薬理学会年会 (横浜),

2016.3.

158.鬼頭宏彰、榊原侑香、森広晴香、大矢進: 中コンダクタンス Ca2+活性化 K+チャネルの



－ 40 －

（様式 2）

法人番号 261006

プロジェクト番号 S1511024L

Ca2+シグナル制御を介した骨芽細胞増殖への関与. 日本薬学会第 136 年会 (横浜),

2016.3.

159.Mizuki Miyake, Megumi Tsukamoto, Kazuhiro Satake, Susumu Nakata, Tomohisa Ishikawa,

Hiroshi Nakagawa: The human ABCG4 transporter confers taxol resistance to cells.
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近畿支部総会・大会 (大阪), 2015.10.

178.清水彩夏、遠藤京子、㴳和隆、大和優介、黒川なつ美、鬼頭宏彰、藤井正徳、大矢進:

K562 細胞におけるスプライシング阻害剤による two-pore 型 K+チャネル K2P5.1 発現・活

性調節. 第 65 回日本薬学会近畿支部大会 (大阪), 2015.10.

179.渡辺絢音、仁熊宏樹、松井未来、山田隆弘、鬼頭宏彰、藤井正徳、大矢進: マウス制御

性 T リンパ球における Ca2+活性化 K+チャネル KCa3.1 阻害剤 in vivo 投与による IL-10

転写促進. 第 65 回日本薬学会近畿支部大会 (大阪), 2015.10.

180.松井梓、金塚早希、波多野紀行、Anowara Khatun、松葉紗代、丹羽里実、鬼頭宏彰、藤

井正徳、村木克彦、鈴木孝禎、大矢進: ヒト乳癌細胞株 YMB-1 における HDAC 阻害剤

及び活性化ビタミン D3 によるイオンチャネル転写制御．第 65回日本薬学会近畿支部大

会 (大阪), 2015.10.

181.金塚早希、波多野紀行、松井梓、松葉紗代、Anowara Khatun、足野晋平、鬼頭宏彰、丹

羽里実、藤井正徳、鈴木孝禎、村木克彦、大矢進: 乳がん細胞におけるヒストン脱アセ

チル化酵素によるカルシウム活性化カリウムチャネル転写制御．第128回日本薬理学会

近畿部会 (大阪), 2015.11.

182.河合佑季、長谷井友尋、渡辺徹志: 茶中の 3,6-Dinitrobenzo[e]pyrene の定量及び茶の

抗変異原性. 第 5 回 4 大学連携フォーラム (京都), 2015.11.

183.繁多敬久、三宅佑美、金高こころ、米田眞希、和田光弘、関奈緒子、野村春菜、長谷井

友尋、池盛文数、鳥羽陽、早川和一、大呂忠司、渡辺徹志: 都市圏及び非都市圏にお

ける表層土壌及び大気粉塵の変異原性物質による汚染. 日本環境変異原学会第 44 回

大会 (福岡), 2015.11.

184.河合佑季、藤橋愛、新開史崇、小池真生子、長谷井友尋、渡辺徹志: 茶中の

3,6-Dinitrobenzo[e]pyrene の定量及び茶の抗変異原性. 日本環境変異原学会第 44 回

大会 (福岡), 2015.11.

185.長谷井友尋、北野祐香、廣本麻里、川久保慶一、河内麻由美、渡辺徹志: 食品中の新

規ヘテロサイクリックアミン ABAQ の分析. 日本環境変異原学会第 44 回大会 (福岡),

2015.11.

186.小 池 真 生 子 、 新 開 史 崇 、 河 合 佑 季 、 長 谷 井 友 尋 、 渡 辺 徹 志 : 茶 中 の

3,6-dinitrobenzo[e]pyrene の変異原性に対するカテキン類の抑制作用. 第 65 回日本薬

学会近畿支部総会・大会 (富田林), 2015.10.

187.北村重晴、久保裕希、クゥリバリスレイマン、阿部真帆、古川奈美、長谷井友尋、出口雄
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也、渡辺徹志: 佐世保市・京都市における大気粉塵中のエンドトキシン・タンパク質の定

量及び季節変動. 第 65 回日本薬学会近畿支部総会・大会 (富田林), 2015.10.

188.久保裕希、クゥリバリスレイマン、山田真裕、阿部真帆、北村重晴、古川奈美、長谷井友

尋、出口雄也、渡辺徹志: 佐世保市・京都市における大気粉塵中のイオンの定量及び

季節変動. 第 65 回日本薬学会近畿支部総会・大会 (富田林), 2015.10.

189.今堀大輔、久野翔平、間瀬裕子、住居潤美、長谷井友尋、渡辺徹志: Glucose と

L-tryptophan の生体内モデルメイラード反応により生成する新規変異原性物質の検索.

第 65 回日本薬学会近畿支部総会・大会 (富田林), 2015.10.

190.髙橋一輝、西川太介、草野穂、中村誠宏、長谷井友尋、松田久司、渡辺徹志: 陳皮に含

まれる抗変異原性物質の探索. 第 65 回日本薬学会近畿支部総会・大会 (富田林),

2015.10.

191.尾竹茉莉奈、蟹江静、村上結香、長谷井友尋、鹿内正孝、小林博、岡田太、渡辺徹志:

発酵玄米（FBRA）の in vitroおよび in vivoでの抗遺伝毒性効果. 第65回日本薬学会近

畿支部総会・大会 (富田林), 2015.10.

192.クゥリバリスレイマン、長谷井友尋、鳥羽陽、早川和一、世良暢之、山本重一、大呂忠

司、渡辺徹志: 日本海沿岸地域における大気汚染に対する東アジア大陸からの越境輸

送の影響. フォーラム 2015 衛生薬学・環境トキシコロジー (神戸), 2015.9.

193.渡辺徹志、クゥリバリスレイマン、北村重晴、久保裕希、古川奈美、阿部真帆、山田真

裕、出口雄也、長谷井友尋: 黄砂及び微小粒子状物質中のタンパク質及び LPSの解析.

フォーラム 2015 衛生薬学・環境トキシコロジー (神戸), 2015.9.

194.鬼頭宏彰、榊原侑香、森広晴香、大矢進: 骨芽細胞分化における中コンダクタンス Ca2+

活性化 K+チャネルの寄与の解明. 2015 年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業キ

ックオフシンポジウム (京都), 2015.9.

195.長谷井友尋、渡辺徹志: 大気粉塵の重金属汚染並びに東アジア地域における越境輸送

の実態. メタルバイオサイエンス研究会 2015 (名古屋), 2015.8.

196.遠藤京子、黒川なつ美、鬼頭宏彰、藤井正徳、大矢進: pre-mRNA スプライシング阻害に

よる T リンパ球 two-pore 型 K+チャネル K2P5.1 活性制御. 次世代を担う創薬・医療薬理

シンポジウム 2015 (東京), 2015.8.

197.三宅美月、塚本めぐみ、佐竹一紘、中田晋、石川智久、中川大: ヒト ABCG4 はヒト

ABCG2 とは異なるタイプの薬物輸送体である. 第 28 回日本動物細胞工学会 2015 年度

大会（JAACT2015） (仙台), 2015.7.

198.村岸沙也加、中倉佐和、佐藤綾、石井瑞紀、村瀬実希、田中涼、遠藤京子、黒川なつ

美、鬼頭宏彰、藤井正徳、大矢進: pH感受性K+チャネルK2P5.1発現阻害によるデキスト

ラン硫酸ナトリウム誘発性炎症性腸疾患症状の改善. 第 127 回日本薬理学会近畿部会

(岐阜), 2015.6.

199.三宅美月、塚本めぐみ、佐竹一紘、中田晋、石川智久、中川大: 細胞の薬剤感受性を起

点にしたヒト ABCG4の機能解析－ヒト ABCB1 およびヒト ABCG2 との比較－. 第 10回ト

ランスポーター研究会年会 (東京), 2015.6.

200.髙田哲也、芦原英司: 神経膠芽腫幹細胞に発現するイオン輸送体を標的とした新規治

療ターゲットの探索. 第 19 回日本がん分子標的治療学会学術集会 (松山), 2015.6.*11

②②合合成成・・相相互互作作用用解解析析ググルルーーププ

201.宮村美佳、許千春、小林数也、服部恭尚、赤路健一: ヘテロ原子含有アミド置換基を有

するデカヒドロイソキノリン型SARS 3CLプロテアーゼ阻害剤の合成と評価. 第69回日本

薬学会関西支部総会・大会 (兵庫), 2019.10.

202.木村明穂、大谷拓也、菊池真理、小林数也、服部恭尚、赤路健一: P1-P3 側鎖間に疎水
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性架橋構造を導入したペプチド性 BACE1 阻害剤の合成研究. 第 69 回日本薬学会近畿

支部総会・大会 (兵庫), 2019.10.*41

203.森川夏穂、森岡佑介、安東友繁、小林数也、服部恭尚、赤路健一: EGF レセプターの二

量化アーム配列に光官能基を導入した環状ペプチドの評価. 第69回日本薬学会近畿支

部総会・大会 (兵庫), 2019.10.

204.Takuya Otani, Kazuya Kobayashi, Yasunao Hattori, Kenichi Akaji: Evaluation of the ring

size of macrocyclic inhibitors for BACE1. 第 56 回ペプチド討論会 (東京), 2019.10.*41

205.吉澤慎一郎、足尾真美、越野裕貴、山中優季、山本侑人、小林数也、服部恭尚、赤路健

一: オクタヒドロイソクロメン型 SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の立体選択的合成と阻害

活性評価. 第 45 回反応と合成の進歩シンポジウム (岡山), 2019.10.

206.小林数也、森川夏穂、米田沙也夏、大江保奈美、森岡佑介、細見柾彦、安東友繁、服部

恭尚、赤路健一：EGF レセプターの二量化阻害を指向した光反応基含有環状ペプチドの

合成と評価. 第 37 回メディシナルケミストリーシンポジウム (東京), 2019.11.

207.中嶋聡一、岸本真理子、尾田好美、宇野京、田中大輝、里崎久恵、山手直智、中村誠

宏、松田久司: 指甲花枝部のがん細胞転移抑制作用と作用ターゲットタンパク質. 第 36

回和漢医薬学会学術大会 (富山), 2019.8.

208.矢野真実子、中嶋聡一、尾田好美、平尾みなみ、中村誠宏、松田久司: ハス花部含有

成分の神経様突起伸長促進作用. 第 36 回和漢医薬学会学術大会 (富山), 2019. 8.

209.森川葵、呉剣波、中嶋聡一、執行真莉奈、川本直子、武上茂彦、中村誠宏、小西敦子、

北出達也、松田久司: 三黄瀉心湯の血管弛緩作用における berberine および baicalin

の寄与と作用様式の検討. 第 36 回和漢医薬学会学術大会 (富山), 2019.8.

210.下岡美咲、中嶋聡一、宇野京、岸本真理子、中村誠宏、松本崇宏、田中大輝、里崎久

恵、山手直智、松田久司: ヒキオコシ成分のがん細胞浸潤抑制作用. 第 36 回和漢医薬

学会学術大会 (富山), 2019.8.

211.中村誠宏、小川慶子、藤室雅弘、中嶋聡一、松田久司: Nigella 属植物クロタネソウに含

まれるアルカロイド成分の探索とそれらの抗 HSV-1 活性. 第61回 天然有機化合物討

論会 (広島), 2019.9. *56

212.中嶋聡一、森田萌子、尾田好美、太田綾子、中村誠宏、松田久司: Bryonia cretica に含

まれる、アクチン脱重合制御タンパク質 cofilin 結合性成分の解析と作用. 日本生薬学

会第 66 回年会 (東京), 2019.9.

213.矢野真実子、中嶋聡一、尾田好美、中村誠宏、笠詩織、松田久司: カルバゾール誘導体

の神経様突起伸長促進作用. 日本生薬学会第 66 回年会 (東京), 2019.9.

214.笠香織、中村誠宏、角岡常成、濵本桜子、宮川晃也、中嶋聡一、松田久司: アブラナ科

植物ホソバタイセイ (Isatis tinctoria) 含有成分 neoglucobrassicin を用いた低分子化合

物の構築. 日本生薬学会第 66 回年会 (東京), 2019.9.

215.米田太一、中村誠宏、岡崎彩香、奥井翔吾、笠香織、中嶋聡一、松田久司: Allium 属植

物を用いた含窒素芳香環化合物の合成. 日本生薬学会第 66 回年会 (東京), 2019.9. *55

216.林田仁志、中村誠宏、深谷匡、野口大輔、中嶋聡一、松田久司: ニンニク（Allium

sativum）葉部を素材としたテトラヒドロジフロフラノン骨格を 有する含硫黄化合物の探

索. 日本生薬学会第 66 回年会 (東京), 2019.9. *55

217.細田依里、矢野真実子、中嶋聡一、尾田好美、中村誠宏、松田久司: 血液脳関門透過

性ハス特徴成分の神経突起伸長促進作用. 日本生薬学会第 66 回年会 (東京), 2019.9.

218.米山真穂、中嶋聡一、王巍程、鈴木諒子、尾田好美、中村誠宏、松田久司: Cassia

auriculata 種子含有アントラセノン二量体のメラノーマ細胞増殖抑制作用とβ-catenin

経路タンパク質発現抑制作用. 日本生薬学会第 66 回年会 (東京), 2019.9.

219.大田海斗、松本卓也、赤塚明宣、旦慎吾、矢守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人:
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末端脂肪族側鎖を短縮したアセトゲニンチオフェン 誘導体の合成とヒトがん細胞増殖抑

制活性の評価. 第 39 回有機合成若手セミナー (大阪), 2019.8.

220.三須健太郎、岩﨑宏樹、小島直人、山下正行: SED を用いた 3-ヒドロキシメチルインドー

ル誘導体合成法の開発. 第 39 回有機合成若手セミナー (大阪), 2019.8.

221.松本卓也、赤塚明宣、旦慎吾、矢守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人: 抗腫瘍活性

を有するアセトゲニンチオフェン誘導体への電子求引性基の導入とヒトがん細胞増殖抑

制活性評価. 第 69 回日本薬学会近畿支部大会 (神戸), 2019.10.

222.大田海斗、松本卓也、赤塚明宣、旦慎吾、矢守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人:

末端脂肪族側鎖を減炭したアセトゲニンチオフェン誘導体の合成と生物活性評価. 第 69

回日本薬学会近畿支部大会 (神戸), 2019.10.

223.謝昀翰、平田優里、山西涼菜、阪口鈴菜、阪口尚子、田中雄一朗、岩﨑宏樹、小島直

人、山下正行: α-ピロン体から合成されるシクロブタン体と硫黄イリドとの反応. 第69回

日本薬学会近畿支部大会 (神戸), 2019.10.

224.植村祐美子、岩﨑宏樹、辻谷優菜、竹見里穂、篠崎莉穂、小島直人、山下正行: 酸化剤

を用いない isoquinoline N-oxide 合成反応における置換基効果の検討. 第 45 回反応と

合成の進歩シンポジウム (岡山), 2019.10.

225.松本卓也、岡村睦美、赤塚明宣、旦慎吾、矢守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人:

複素環連結部位にスルホンアミドを導入したアセトゲニン誘導体の合成と活性評価. 京

都 4大学連携研究事業「第 9回 4大学連携研究フォーラム」(京都), 2019.11. *59

226.田村悠樹、小谷真菜、扇田隆司、原矢佑樹、西辻和親、内村健治、長谷川功紀、加藤く

み子、赤路健一、斎藤博幸: ApoE 由来アルギニンペプチドの細胞膜透過における糖鎖

依存性の評価. 日本膜学会第 41 年会 (東京), 2019.5.

227.長谷川功紀、井上康輝、工藤信次、伊藤隆明: タモキシフェン誘導体を用いた肺がんの

リガンド誘導体染色. 第 60 回日本組織細胞化学会総会・学術集会 (兵庫), 2019.9.*57

228.小谷真菜、田村悠樹、扇田隆司、原矢佑樹、西辻和親、内村健治、長谷川功紀、加藤く

み子、赤路健一、斎藤博幸: ApoE 糖鎖結合ドメイン改変型両親媒性アルギニンペプチド

の細胞膜透過機構．日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

229.錦織花梨、長谷川功紀、原矢佑樹、扇田隆司、加藤くみ子、赤路健一、斎藤博幸: 両親

媒性環状ペプチドの細胞膜透過機構解明に向けたペプチドの合成. 日本薬学会第 139

年会 (千葉), 2019.3.

230.長谷川功紀、工藤信次、伊藤隆明: 病理組織切片上の GPER 検出薬剤の開発. 日本薬

学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

231.大谷拓也、小林数也、服部恭尚、赤路健一: 最適架橋構造の同定を目指した大環状

BACE1 阻害剤の開発研究. 日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.*41

232.吉澤慎一郎、足尾真美、越野裕貴、山中優季、山本侑人、小林数也、服部恭尚、赤路健

一: オクタヒドロイソクロメン型 SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の設計と合成、阻害活性

評価ならびに立体化学. 日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

233.亀田里紗子、相馬琢人、古田善宏、葛山昌伴、小林数也、服部恭尚、赤路健一: パラジ

ウム触媒による立体選択的環化反応を用いた ent-iso-6-spectaline の合成. 日本薬学

会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

234.木村蘭希、田中美咲、小紫香穂、谷口智奈美、小林数也、服部恭尚、赤路健一: 疎水性

官能基に基づく N-アミジノピロリジン型 BACE1 阻害剤の設計と構造活性相関研究. 日

本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

235.島恭平、岸本翔、大西康司、吉澤慎一郎、小林数也、服部恭尚、赤路健一: 1 位置換基

を有するデカヒドロイソキノリン型SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の設計と合成剤の開発
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研究. 日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

236.藤原采耶花、大西康司、吉澤慎一郎、濱本凪彩、小林数也、服部恭尚、赤路健一: 新規

相互作用部位を有するオクタヒドロイソクロメン型 SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の設

計と合成．日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

237.大西康司、三谷勇人、嶋本康広、小林数也、服部恭尚、赤路健一: 新規相互作用部位

を有するアザ-デカリン型 SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤および誘導体の合成と阻害活

性評価. 日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

238.服部恭尚: Pd(II)触媒による立体選択的環化反応を用いた含窒素複素環化合物の効率

的合成. 第５回 関西薬学シンポジウム：化学系の若い力（招待講演） (京都), 2019.7.

239.野口大輔、中村誠宏、小川慶子、林田仁志、中嶋聡一、松田久司: クロタネソウ(Nigella

damascena）種子から得られた dolabellane 型ジテルペン damasterpene 類の化学構造．

日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

240.笠香織、中村誠宏、小川慶子、角岡常成、濵本桜子、宮川晃也、中嶋聡一、松田久司:

アブラナ科植物ホソバタイセイ (Isatis tinctoria) の含有成分を用いた機能性低分子化

合物の開発研究．日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

241.曲佳歌、中村誠宏、深谷匡、中嶋聡一、米田太一、松田久司: 山形県産あさつき

(Allium schoenoprasum var. foliosum) から得られた新規環状含硫黄化合物の探索．日

本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

242.中塔早紀、中村誠宏、深谷匡、中嶋聡一、米田太一、松田久司: 高知県産ニラ (Allium

tuberosum) の含硫黄化合物の探索およびネギ (A. fistulosum) との成分比較研究．日

本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

243.米田太一、中村誠宏、笠香織、深谷匡、中嶋聡一、松田久司: Allium 属植物を素材とし

た擬天然型化合物の構築．日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3. *55

244.内田量、岩﨑宏樹、井上暁斗、小畑久美、池田惇、蒲田歩美、小島直人、山下正行:

2-trifluoromethyl indoline骨格形成反応における置換基効果の検討. 日本薬学会第139

年会 (千葉), 2019.3.

245.竹見里穂、岩﨑宏樹、篠崎莉穂、辻谷優菜、小島直人、山下正行: 酸化剤を用いない

isoquinoline N-oxide 合成反応における置換基効果の検討. 日本薬学会第 139年会 (千

葉), 2019.3.

246.松村優太、高嶋紗希、原田真規、田村雄太、利光博至、田中結衣、山崎莉葉、今井麻友

香、竹下怜汰、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人: 不斉アルキニル化反応を経由する光

学活性オキサゾリジノン誘導体のワンポット合成法の開発とその絶対配置の決定. 日本

薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

247.大田海斗、松本卓也、赤塚明宣、旦慎吾、矢守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人:

末端アルキル鎖を減炭したアセトゲニンチオフェン誘導体の合成とヒトがん細胞増殖抑

制活性の評価. 日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

248.小林奈津子、小関稔、仁木亜弥、繁田尭、八野愛結美、岩﨑宏樹、小島直人、山下正

行、川崎郁勇: Tandem 反応を用いた三置換 -(E)-α,β-不飽和エステル類の立体選択

的合成とその開発. 日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

249.松本卓也、赤塚明宣、旦慎吾、矢守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人: 電子求引性

基を導入したアセトゲニンチオフェン誘導体の合成とヒトがん細胞増殖抑制活性評価.

日本薬学会第 139 年会 (千葉), 2019.3.

250.Kazuya Kobayashi, Minami Takata, Yusuke Morioka, Mika Miyazaki, Masahiko Hosomi,

Kaho Morikawa, Sayaka Yoneda, Honami Ooe, Yukako Yamazaki, Takaaki Mizuguchi,
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Yasunao Hattori, Kenichi Akaji: Synthesis and evaluation of EGF receptor dimerization

inhibitors containing a N-methylated amino acid or a photoreactive group. 10th

International Peptide Symposium, Kyoto, Japan, 2018.12.

251.Takuya Otani, Kazuya Kobayashi, Yasunao Hattori, Kenichi Akaji: Design and synthesis of

peptide-based macrocyclic BACE1 inhibitors with optimal cross-linking structure for

hydrophobic interaction. 10th International Peptide Symposium, Kyoto, Japan, 2018.12.

252.Takuya Matsumoto, Akinobu Akatsuka, Mutsumi Okamura, Shingo Dan, Takao Yamori

Hiroki Iwasaki, Masayuki Yamashita, Naoto Kojima: Synthesis and Antitumor Activity of

Acetogenin Derivative with N-Methylpyrazole Connected by Sulfonamide. IKCOC-14,

Kyoto, Japan, 2018.11.

253.大西康司、三谷勇人、嶋本康広、小林数也、服部恭尚、赤路健一: 新規相互作用部位

を有するアザ-デカリン型 SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の設計と合成、阻害活性評価.

第 44 回反応と合成の進歩シンポジウム (熊本), 2018.11.

254.松本卓也、岡村睦美、赤塚明宣、旦慎吾、矢守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人:

複素環連結部位にスルホンアミドを導入したアセトゲニン誘導体の合成と活性評価. 京

都 4大学連携研究事業「第 8回 4大学連携研究フォーラム」(京都), 2018.11.*59

255.小林数也、大谷拓也、石沢克康、井関梨紗、北嶋太志、進藤尚加、大川晃汰、井尻咲、

服部恭尚、赤路健一: ペプチド型 BACE1 阻害剤を基盤とした構造最適化研究. 第 68 回

日本薬学会近畿支部総会・大会 (兵庫), 2018.10.

256.田中美咲、木村蘭希、小紫香穂、谷口智奈美、小林数也、服部恭尚、赤路健一: 疎水性

官能基に着目したＮ-アミジノピロリジン型BACE1阻害剤の開発研究. 第 68回日本薬学

会近畿支部総会・大会 (兵庫), 2018.10.

257.塩見典大、松本卓也、藤井真人、崔秀リ、森山将吾、赤塚明宣、岡村睦美、旦慎吾、矢

守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人: アセトゲニンチオフェン誘導体へのエチレング

リコール単位導入によるヒトがん細胞増殖抑制活性への影響. 第 68 回日本薬学会近畿

支部大会 (姫路), 2018.10.*58

258.今井麻友香、高嶋紗希、原田真規、田村雄太、利光博至、田中結衣、松村優太、山崎莉

葉、竹下怜汰、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人: 不斉アルキニル化反応を鍵反応とする

オキサゾリジノン誘導体のワンポット合成とその絶対配置の決定. 第68回日本薬学会近

畿支部大会 (姫路), 2018.10.

259.米田太一、中村誠宏、松本朋子、田中 葵、松村桐子、村上穂波、中嶋聡一、松田久司:

3 位に着目したトリテルペンの誘導体合成および活性比較研究. 日本生薬学会第 65 回

年会 (広島), 2018.9.

260.山本慎也、市川幹広、石原知里、野々部修平、服部恭尚、梅澤公二、藤井博、真壁秀

文: エピガロカテキン重合体の合成研究. 第 60 回天然有機化合物討論会（福岡）,

2018.9.

261.小島直人: フルーツと殺虫剤から抗がん剤を創る？. 第４回 近畿薬学シンポジウム：化

学系の若い力（招待講演） (神戸), 2018.9.

262.Kazuya Kobayashi, Daiki Joho, Chinami Taniguchi, Misaki Tanaka, Rani Kimura, Kaho

Komurasaki, Yuki Kawasaki, Yasunao Hattori, Kenichi Akaji: Synthesis and evaluation of

novel BACE1 inhibitors based on the N-amidino nitrogen-containing ring structure. 256th

ACS National Meeting, Boston, USA, 2018.8.*54

263.長谷川功紀、工藤信次、伊藤隆明. 低分子リガンドを用いたエストロゲン受容体検出法

の開発．第 59 回日本組織細胞化学会総会・学術集会 (宮崎), 2018.9.
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264.佐藤陽之輔、松尾顕、工藤信次、長谷川功紀、伊藤隆明. 肺癌における新しいガイダン

ス分子であるドラキシンについて. 第 108 回日本病理学会総会 (東京), 2018.5.

265.中村誠宏: 天然薬物を素材とした含硫黄、含窒素機能性成分の探索. 第 12 回関西バイ

オ創薬研究会 最先端アカデミア研究と今後の課題 (大阪), 2018.4.

266.大西康司、三谷勇人、嶋本康広、小林数也、服部恭尚、照屋健太、赤路健一: 新規相互

作用部位を導入したデカヒドロイソキノリン型 SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の設計と合

成. 日本薬学会第 138 年会 (金沢), 2018.3.

267.吉澤慎一郎、足尾真美、越野裕貴、山中優季、小林数也、服部恭尚、赤路健一: オクタ

ヒドロイソクロメン型SARS 3CLプロテアーゼ阻害剤の設計と評価. 日本薬学会第138年

会 (金沢), 2018.3.

268.大谷拓也、小林数也、服部恭尚、赤路健一: 大環状 BACE1 阻害剤の合成と活性評価.

日本薬学会第 138 年会 (金沢), 2018.3.*32

269.藤原采耶花、大西康司、吉澤慎一郎、濵本凪彩、小林数也、服部恭尚、赤路健一: 新規

相互作用部位を導入したオクタヒドロイソクロメン型 SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の設

計と合成. 日本薬学会第 138 年会 (金沢), 2018.3.

270.松本卓也、赤塚明宣、旦慎吾、矢守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人: 水溶性の向

上を指向しエチレングリコール単位を導入したアセトゲニン誘導体の合成と生物活性評

価. 日本薬学会 第 138 年会 (金沢), 2018.3. *58

271.謝昀翰、山西涼菜、武知理菜子、田中徹、田邊佑季、岩井佑未南、岩﨑宏樹、小島直

人 、 山 下 正 行 : ス ル ホ キ ソ ニ ウ ム メ チ リ ド を 用 い る

3-oxa-2-oxobicyclo[4.2.0]oct-4-ene-1-carboxylate 体の骨格変換反応. 日本薬

学会 第 138 年会 (金沢), 2018.3.

272.仁木亜弥、小関稔、繁田尭、八野愛結美、岩崎宏樹、小島直人、中村亮博、堀江文乃、

山下正行、川崎郁勇: 三置換(E)-α,β-不飽和エステルの簡便で立体選択的な合成法の

開発. 日本薬学会 第 138 年会 (金沢), 2018.3.

273.小畑久美、井上暁斗、岩﨑宏樹、小島直人、山下正行: アルキンをラジカル受容体とし

た新規 2-トリフルオロメチルインドリン誘導体合成法の開発. 日本薬学会 第 138 年会

(金沢), 2018.3.

274.篠崎莉穂、岩﨑宏樹、夏目若菜、山中三佳、小島直人、山下正行: 酸化剤を必要としな

い isoquinoline N-oxide 誘導体の合成. 日本薬学会 第 138 年会 (金沢), 2018.3.

275.上田拓、松本卓也、赤塚明宣、岡村睦美、旦慎吾、矢守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行、小

島直人: N-メチルピラゾール環をスルホンアミドで連結したアセトゲニン誘導体の合成と

抗腫瘍活性評価. 日本薬学会 第 138 年会 (金沢), 2018.3.

276.松本卓也、赤塚明宣、岡村睦美、旦慎吾、矢守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人:

N-メチルピラゾール環をスルホンアミドで連結したアセトゲニン類の合成と抗腫瘍活性評

価. 日本化学会 第 98 春季年会 (東京), 2018.3.*59

277.Kazuya Kobayashi, Takuya Otani, Saki Ijiri, Katsuyasu Ishizawa, Risa Izeki, Taishi

Kitazima, Naoka Shindo, Kota Okawa, Yasunao Hattori, Kenichi Akaji: Structure

optimization of a peptide-based hydroxyethylamine-type BACE1 inhibitor. 第 54 回ペプ

チド討論会 (大阪), 2017.11.*32-34

278.小林数也、城寳大輝、谷口智奈美、田中美咲、木村蘭希、川崎友紀、服部恭尚、赤路健

一: N-アミジノ含窒素環状骨格を基盤とする BACE1 阻害剤の探索研究. 第 43 回反応と

合成の進歩シンポジウム (富山), 2017.11.*35

279.井上暁斗、岩﨑宏樹、小畑久美、内田量、小島直人、山下正行: アルキンをラジカル受

容体とした新規 2-トリフルオロメチルインドリン誘導体合成法の開発. 第 43 回反応と合
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成の進歩シンポジウム (富山), 2017.11.

280.越野裕貴、吉澤慎一郎、足尾真美、山中優季、山本侑人、小林数也、服部恭尚、赤路健

一: オクタヒドロイソクロメン骨格を有する SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の合成研究.

第 67 回日本薬学会近畿支部総会・大会 (兵庫), 2017.10.

281.原口知子、小林数也、赤路健一、安井裕之: コラーゲン分子の光酸化的クロスリンクに

対するイミダゾールジペプチドの抑制効果. 第67回日本薬学会近畿支部総会・大会 (兵

庫), 2017.10.

282.関口遼、黒柳友子、小林由佳、小林数也、赤路健一、藤井信孝、大野浩章、大石真也:

CXCR7 受容体選択的リガンドの構造活性相関研究. 第 35 回メディシナルケミストリーシ

ンポジウム (名古屋), 2017.10.

283.深谷匡、中村誠宏、松本朋子、林雅子、中川涼太、中嶋聡一、松田久司: 伝承薬物を素

材とした硫黄原子を含む生体機能性成分の探索. 第 7回食品薬学シンポジウム (京都),

2017.10. *26

284.小川慶子、中村誠宏、齋藤菜月、野口大輔、林田仁志、中嶋聡一、松田久司: キンポウ

ゲ科植物クロタネソウ及びニオイクロタネソウの含有成分探索とその比較研究. 第 7 回

食品薬学シンポジウム (京都), 2017.10.

285.灘井亮、田村悠樹、錦織花梨、岡田圭祐、扇田隆司、原矢佑樹、西辻和親、内村健治、

加藤くみ子、長谷川功紀、赤路健一、坂下直実、斎藤博幸: アポE糖鎖結合ドメインに基

づく両親媒性膜透過ペプチドの設計. 膜シンポジウム (富山), 2017.10.

286.工藤信次、長谷川功紀、中峰ともみ、伊藤隆明: リガンド誘導体染色によるソマトスタチ

ン受容体の検出法. 第 56 回日本臨床細胞学会 (福岡), 2017.10.

287.松本卓也、小島直人、赤塚明宣、岡村睦美、旦慎吾、矢守隆夫、岩﨑宏樹、山下正行:

N-メチルピラゾール環をスルホンアミドで連結させたアセトゲニン誘導体の合成と活性評

価. 第 67 回日本薬学会近畿支部大会 (兵庫), 2017.10.*59

288.夏目若菜、岩﨑宏樹、山中三佳、小島直人、山下正行: 酸化剤を用いない新規

isoquinoline N-oxide 合成法の開発. 第 67 回日本薬学会近畿支部 (兵庫), 2017.10.

289.八野愛結美、中村亮博、堀江文及、小関稔、繁田尭、仁木亜弥、岩﨑宏樹、小島直人、
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350.石橋道男、長尾静子、吉原大輔、千原良友、小島直人、藤本清秀、東原英二: ＰＣＫ多

発性嚢胞腎ラットにおける乳頭部の傍集合管毛細血管の変化. 第23回嚢胞性腎疾患研

究会 (川崎), 2015.9.

351.森本幸太、小島直人、堀内正子、岩﨑宏樹、山下正行: デュアルコア型アセトゲニン誘

導体の合成研究. 第35回有機合成若手セミナー 明日の有機合成を担う人のために

(京都), 2015.8.

352.松本卓也、小島直人、大槻一文、岩﨑宏樹、山下正行: アセトゲニンチオフェン誘導体

のTHF環部分の立体化学に関する構造活性相関研究. 第35回有機合成若手セミナー

明日の有機合成を担う人のために (京都), 2015.8.

353.Seikou Nakamura, Souichi Nakashima, Yoshimi Oda, Nami Yokota, Takahiro Matsumoto,

Tomoe Ohta, Keiko Ogawa, Masashi Fukaya, Masayuki Yoshikawa, Hisashi Matsuda:

Carbazole alkaloids from the leaves of Murraya koenigii and their inhibitory effects on

melanogenesis. INAUGURAL SYMPOSIUM OF THE PHYTOCHEMICAL SOCIETY OF

ASIA, Tokushima, 2015.8.
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外）

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等

＜既に実施しているもの＞

1. 本プロジェクトのホームページを以下の URL で公開し、研究概要、活動報告、受賞等を

掲示している。 （http://labo.kyoto-phu.ac.jp/bunshi/index.html）

2. 本プロジェクトのキックオフシンポジウムを、2015年 9月 25日に開催した。報告書を大学

のホームページに掲載している（https://www.kyoto-phu.ac.jp/education_research/

project2/pdf/2017venture_report.pdf）。

3. 2016年度のAnnual Meeting を 2016 年 9月 28日に行い、報告書を大学のホームページ

に 掲 載 し て い る （ https://www.kyoto-phu.ac.jp/education_research/project2/pdf/

2016venture_report.pdｆ）。

4. 2017 年度の Annual Meeting を 2017 年 9 月 1 日に行い、報告書を大学のホームページ

に掲載している（https://www.kyoto-phu.ac.jp/education_research/project2/pdf/2017

venture_report.pdf）。

5. 2018 年度 Annual Meeting を 2018 年 9 月 13 日に行い、報告書を大学のホームページ

に掲載している（https://www.kyoto-phu.ac.jp/education_research/project2/pdf/2018

venture_report.pdf）。

6. 2019 年度 Annual Meeting を 2020 年 3 月 13 日に開催予定であったが、新型コロナウイ

ルス感染の拡大防止のため中止し、報告書を大学のホームページに掲載している

（ https://www.kyoto-phu.ac.jp/education_research/project2/pdf/2019/venture_report.p

df）。

１４ その他の研究成果等

総説

①シーズ発掘・バリデーショングループ

1. Susumu Kageyama, Hiromi Ii, Keiko Taniguchi, Shigehisa Kubota, Tetsuya Yoshida,

Takahiro Isono, Tokuhiro Chano, Taku Yoshiya, Kosei Ito, Tatsuhiro Yoshiki, Akihiro

Kawauchi, Susumu Nakata: Mechanisms of tumor growth inhibition by depletion of

γ-glutamylcyclotransferase (GGCT): A novel molecular target for anticancer therapy.

Int. J. Mol. Sci., 19, 2054 (2018).

2. Susumu Ohya, Hiroaki Kito: Ca2+-activated K+ channel KCa3.1 as a therapeutic target for

immune disorders. Biol. Pharm. Bull., 41, 1158-1163 (2018).

3. Susumu Ohya, Hiroaki Kito, Noriyuki Hatano, and Katsuhiko Muraki: Recent advances in

therapeutic strategies that focus on the regulation of ion channel expression. Pharmacol.

Ther., 160, 11-43 (2016).

4. Eishi Ashihara, Tetsuya Takada, Taira Maekawa: Targeting the canonical Wnt/ß-catenin

pathway in hematological malignancies. Cancer Sci., 106: 665-671 (2015).

②合成・相互作用解析グループ

5. 矢野恒夫、長谷川功紀、角永悠一郎、樺山一哉、小田敬、上野悟史、蜂須賀暁子、平林

容子、深瀬浩一: アルファ線核医学治療のための薬剤開発の考察 (その 3). 医薬品医

療機器レギュラトリーサイエンス. 50(12), 749-763 (2019).

6. 矢野恒夫, 長谷川功紀, 佐藤達彦, 蜂須賀暁子, 深瀬浩一, 平林容子: アルファ線核医

学治療のための薬剤開発の考察(その 2). 医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス.
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50(3), 122-134 (2019).

7. Kenichi Akaji: Advances in the design of ligands interacting with 3CL protease of novel

coronaviruses causing infectious respiratory syndrome, Amino Acids, Pept. Proteins, 42,

228–279 (2018).

8. 赤路健一: ペプチド化学を基盤とするプロテアーゼ阻害剤の設計 酵素作用の阻害を利

用した薬の設計. 化学と生物, 56, 686-691 (2018).

9. 矢野恒夫, 長谷川功紀, 蜂須賀暁子, 深瀬浩一, 平林容子: アルファ線核医学治療の

ための薬剤開発の考察(その 1). 医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス. 49(10),

676-684 (2018).

本プロジェクトに参画する教員・大学院生・学部生が、各学会等において受賞している。

11.. TThhee 6611sstt AAnnnnuuaall MMeeeettiinngg ooff tthhee AAmmeerriiccaann SSoocciieettyy ooff HHeemmaattoollooggyy AASSHH AAbbssttrraacctt

AAcchhiieevveemmeenntt AAwwaarrdd

Emi Soma, Yuki Toda, Shigekuni Hosogi, Asako Yamayoshi, Eishi Ashihara. “Development

of exosome-capturing antibody-conjugated nucleic acid medicines targeting multiple

myeloma cells.” *45

22.. 次次世世代代をを担担うう創創薬薬・・医医療療薬薬理理シシンンポポジジウウムム 22001199 優優秀秀ポポススタターー賞賞

清水大器、友金眞光、宮下雅亜、清水輝記、佐野友亮、戸田侑紀、細木誠之、田中義

正、芦原英司. プロドラッグ化ビスホスホネート PTA がT 細胞の増幅を促進し、非小細

胞肺がん細胞に対する抗腫瘍効果を増強する. *48

33.. 第第 4444 回回日日本本骨骨髄髄腫腫学学会会学学術術集集会会 優優秀秀ポポススタターー賞賞

Yuki Toda, Sayaka Nakayama, Shigekuni Hosogi, and Eishi Ashihara. “Increased exosome

secretion is a way of hypoxic adaptation in multiple myeloma cells.”*52

44.. TThhee 1100tthh KKSSPP--JJSSPP--CCSSPP jjooiinntt ssyymmppoossiiuumm ((KKoorreeaa)) BBeesstt PPoosstteerr AAwwaarrdd

Mamiko Yano, Souichi Nakashima, Yoshimi Oda, Seikou Nakamura, Hisashi Matsuda.

“Accelerative Effect on Neurite Outgrowth of Aporphine type Alkaloids from Nelumbo

nuclfera and their Blood Brain Barrier Permeability.”

55.. 第第 6688 回回日日本本薬薬学学会会近近畿畿支支部部総総会会・・大大会会 優優秀秀ポポススタターー賞賞

今井麻友香、高嶋紗希、原田真規、田村雄太、利光博至、田中結衣、松村優太、山崎莉

葉、竹下怜汰、岩﨑宏樹、山下正行、小島直人．不斉アルキニル化反応を鍵反応とする

オキサゾリジノン誘導体のワンポット合成とその絶対配置の決定.

66.. 第第 6688 回回日日本本薬薬学学会会近近畿畿支支部部総総会会・・大大会会 優優秀秀ポポススタターー賞賞

矢野真実子、中嶋聡一、尾田好美、中村誠宏、松田久司．指甲花花部および枝部の特

徴成分含量の比較と神経様細胞分化促進作用.

77.. 第第 2222 回回天天然然薬薬物物のの開開発発とと応応用用シシンンポポジジウウムム 優優秀秀発発表表賞賞

笠香織、中村誠宏、中田葵、松本朋子、中嶋聡一、小川慶子、深谷匡、月岡淳子、松田

久司. ショウガ主要成分 [6]-gingerol の絶対立体構造の違いによる一酸化窒素産生抑

制作用の検討．

88.. 日日本本ペペププチチドド学学会会 平平成成 2299 年年度度「「学学会会賞賞」」

赤路健一．ペプチド化学に基づく蛋白質機能調節分子の創製．

99.. 第第 77 回回食食品品薬薬学学シシンンポポジジウウムム 優優秀秀発発表表賞賞

尾田好美、中嶋聡一、中村誠宏、矢野真実子、太田智絵、松田久司. モリンガの機能性

開拓研究－アシル化グレリンの分泌調節作用および神経細胞様分化促進作用－．

1100.. 次次世世代代をを担担うう創創薬薬••医医療療薬薬理理シシンンポポジジウウムム 22001177 優優秀秀ポポススタターー発発表表賞賞

磯村拳一、若林亮介、服部恭尚、嶋本康広、小林数也、戸田侑紀、高田和幸、赤路健

一、芦原英司．新規 Wnt/-カテニン経路阻害剤は TGF-刺激による A549 ヒト非小
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細胞肺がん細胞株の遊走を抑制する.*5

1111.. TThhee 5588tthh AAnnnnuuaall MMeeeettiinngg ooff AAmmeerriiccaann SSoocciieettyy ooff HHeemmaattoollooggyy AASSHH AAbbssttrraacctt

AAcchhiieevveemmeenntt AAwwaarrdd

Natsuki Imaysohi, Makoto Yoshioka, Susumu Nakata, Jay Chauhan, Yoko Kado, Yuki Toda,

Steven Fletcher, Jeffrey Strovel, Kazuyuki Takata, Eishi Ashihara. “A novel BRD4

inhibitor CA2 suppresses MM cell proliferation in an orthotopic myeloma mouse model.” *9

1122.. TThhee 44tthh IInntteerrnnaattiioonnaall SSyymmppoossiiuumm ooff TTrraaiinniinngg PPllaann ffoorr OOnnccoollooggyy PPrrooffeessssiioonnaallss MMEERRIITT

AAWWAARRDD

Yuki Toda, Kenichi Akaji, Eishi Ashihara. “The Challenge to Cancer-Targeting using

Exosomes.” *12

1133.. 第第 6655 回回日日本本薬薬学学会会近近畿畿支支部部大大会会 優優秀秀ポポススタターー賞賞

松本卓也、小島直人、大槻一文、岩﨑宏樹、 山下正行．アセトゲニンチオフェン誘導体

の THF 環部分の立体化学に関する構造活性相関研究.*28

1144.. 第第 77 回回食食品品薬薬学学シシンンポポジジウウムム 優優秀秀発発表表賞賞

深谷匡、中村誠宏、松本朋子、林雅子、中川涼太、中嶋聡一、松田久司．伝承薬物を素

材とした硫黄原子を含む生体機能性成分の探索.*26
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応

＜「選定時」に付された留意事項＞

 大学発創薬ベンチャーの先駆けとなってほしい。

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞

1年目から2年目にかけて、各研究者が所有するシーズを洗い出し、2年目より創薬開発に

向けて化合物シーズと評価系シーズの統合を図り、5 年間精力的に検討を続けてきたが、5

年間でベンチャー立ち上げに至ることはなかった。しかし、特許出願が 2 件あり、また 2 件の

研究シーズで特許出願を今年中に行える状況である。さらに、特許出願を行った 2 つの化合

物群のうち、1 つは標的候補分子が定まっており、もう 1 つも探索中であり、これらの標的が

分かれば、さらに有効な化合物の合成に進められる。これらで特許申請を行う予定である。

その間に創薬ベンチャー設立のための準備に入る。今後 3 年以内にベンチャー設立を目指

す。

＜「中間評価時」に付された留意事項＞

 現時点で基盤となる特許の申請が未達である。出来る限り早い時期に特許申請のめど

を立て、それを基盤として周辺特許を取得するためのロードマップを作成し、大学発ベン

チャーの基盤作りができることを期待する。

 特許に関しては 3 件の申請可能なデータが得られていることは評価に値する。ただ特許

を出すタイミング等に関しては、今後の導出を目指す企業にとって都合の良いものであ

る必要があるので、信頼できる企業に、出す時期や内容に関して相談されることが望ま

しい。

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞

ご指摘をいただいてから 2 年が経過するも、特許出願が 2 件のみである。これら以外の化

合物群の作用や新規性は、多くのデータを確保できているが、特許申請には至っていない。

今後さらに継続し、特許を取得する所存である。シーズとしては 5 件あり、さらに個々人の研

究成果も上がっており、これらからも特許取得を目指せるシーズを一丸となって検討する。こ

れらすべてのシーズを用いて、ベンチャー設立が望ましいものと企業導出が望ましいものを

熟考し進める。3 年以内にはベンチャー設立および企業導出を実現する。
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１７
（千円）

愛学館 35
躬行館 24 ― ―
S棟 33 ― ―
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※ 私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡
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１８ 研究費の支出状況研究費の支出状況 テーマ１ （千円）
平成 年度

25,000 16,666 私学助成平成25年度ガスクロマトグラフ質量分析計 JMS-GcmateⅡ 1 503

研究支援推進経費

計 0

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

計 8,337 8,337

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

（情報処理関係設備）

年 度 27

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

0
円二色性分散計 平成26年度 J-1500-450STG 1 802 17,434 0

25,200

超伝導デジタルNMR装置 平成26年度

私学助成
フーリエ変換赤外線分光光度計 平成28年度 FT/IR4600 1 351 2,235

高感度MALDI TOF/MSシステム 平成24年度 Bruker microflex 1 820 25,200

BD FACS Jazz 平成24年度 BD FACS Jazz 1 1,379
0

書類保存年限超過で詳細不明

AVANCE ⅢHD 1 7,415 19,711

私学助成
26,666 私学助成

22,419 22,419 私学助成

FACS Calibur 平成13年度 FACS Calibur HG 1 1,832

共焦点レーザー顕微鏡システム 平成18年度 LSM510META 1 2,233 39,999

私学助成

（研究設備）
GloMaxDiscovrySystem 平成27年度 GM3000 1 1526 5,346 3,564 私学助成

5,074 私学助成

生理活性化合物質量解析システム

プロテオミクス分子リガンド微量分子構造解析システム 平成17年度 JNM-ECA600K型 1 35,168 92,400 46,200

シングル四重極LC/MSシステム 平成27年度年度 LC/MS6130B 1 2,423 10,147

平成5年度 JMS-SX102A 1 484 書類保存年限超過で詳細不明

私学助成
21,165 私学助成

私学助成

大気中イオン化/IT－TOF型質量分析装置 平成26年度 LCMS-IT-TOF 1 1,112 48,006

500MHZNMR分子構造設計システム 平成6年度 JNM-LA500 1 20,676 書類保存年限超過で詳細不明

19,950 私学助成
FT-NMR装置 平成25年度 JNM-ECS400 1 7,879 23,514 11,757 私学助成

細胞イメージングシステム 平成25年度 Operreta 1 2,069 41,902

15,000 私学助成
LSRFortessa 平成27年度 LSRFortessa X-20 1 2988 27,977 13,988 私学助成

共焦点レーザー顕微鏡システム 平成28年度 LSM800 1 5,376 30,314

私学助成
X線照射装置 平成25年度 MultiRad 160型 1 153 15,831 7,915 私学助成

補助金額 補助主体

（研究装置）
IVIS Lumina XRⅢシステム 平成25年度 Lumina XRⅢ 1 1081 34,205 17,102

装置・設備の名称 整備年度 型 番 台 数 稼働時間数 事業経費

創薬科学フロンティア研究センター 平成11年度 2,312㎡
バイオサイエンス研究センター 平成25年度 781㎡

108,654 私学助成
平成21年度 1,176㎡
昭和63年度 1,007㎡

119
58
20

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

217,309

事業経費施 設 の 名 称 研究室等数 使用者数

《装置・設備》 （私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

0

《施 設》 （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

光 熱 水 費

平成16年度 1,455㎡

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 253 学会及び研究会参加 253 第89回日本薬理学会年会等

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 13,825 13,825 実験用具（8,071）試薬（4,336）その他（1,417）

計 14,078 14,078

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 8,337 8,337 マイクロチューブ用サーモシェーカー他

図 書 0

補助主体

171
106

56,160 26,841 私学助成核磁気共鳴装置 平成30年度 1AVAVCE NEO500 1,510

（様式2）

法人番号 261006

研究費の支出状況 テーマ2 （千円）
平成 年度

研究費の支出状況 テーマ１ （千円）
平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書 0

計 3,587 3,587

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,587 3,587 卓上型パーソナルユース細胞培養装置他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 16,031 16,031

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 15,840 15,840 実験用具（9,491）試薬（4,649）その他（1,699）

印刷製本費
旅費交通費 191 学会及び研究会参加 191 第39回日本分子生物学会年会等

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

計 0

年 度 28

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書 0

計 5,891 5,891

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 5,891 5,891 ロータリーエバポレーター他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 12,871 12,871

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 12,681 12,681 実験用具（4,240）試薬（5,583）その他（2,857）

印刷製本費
旅費交通費 190 学会及び研究会参加 190 第65回日本薬学会近畿支部総会・大会等

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

年 度 27

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容
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（様式2）

法人番号 261006

研究費の支出状況 テーマ2 （千円）
平成 年度

研究費の支出状況 テーマ１ （千円）
平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書 0

計 3,587 3,587

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,587 3,587 卓上型パーソナルユース細胞培養装置他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 16,031 16,031

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 15,840 15,840 実験用具（9,491）試薬（4,649）その他（1,699）

印刷製本費
旅費交通費 191 学会及び研究会参加 191 第39回日本分子生物学会年会等

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

計 0

年 度 28

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書 0

計 5,891 5,891

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 5,891 5,891 ロータリーエバポレーター他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 12,871 12,871

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 12,681 12,681 実験用具（4,240）試薬（5,583）その他（2,857）

印刷製本費
旅費交通費 190 学会及び研究会参加 190 第65回日本薬学会近畿支部総会・大会等

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

年 度 27

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容
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（様式2）

法人番号 261006

研究費の支出状況 テーマ2 （千円）
平成 年度

研究費の支出状況 テーマ１ （千円）
平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書 0

計 2,342 2,342

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,342 2,342 リアルタイムPCR装置他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 11,223 11,223

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 11,070 11,070 実験用具（7,010）試薬（2,507）その他（1,553）

印刷製本費
旅費交通費 153 学会及び研究会参加 153 第21回がん分子標的治療学会学術集会等

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

計 0

年 度 29

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書 0

計 4,173 4,173

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,173 4,173 ｳｴｽﾀﾝﾌﾞﾛｯﾄｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｼｽﾃﾑ他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 13,404 13,404

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 13,127 13,127 実験用具（3,912）試薬（4,790）その他（4,424）

印刷製本費
旅費交通費 277 学会及び研究会参加 277 第20回日本がん分子標的治療学会学術集会等

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

年 度 28

（様式2）

法人番号 261006

研究費の支出状況 テーマ2 （千円）
平成 年度

研究費の支出状況 テーマ１ （千円）
平成 年度

計 0

計

通信運搬費
印刷製本費

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書 0

計 3,048 3,048

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,048 3,048 チューブミキサー他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 14,164 14,164

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 14,040 14,040 実験用具（5,746）試薬（6,389）その他（1,904）

印刷製本費
旅費交通費 124 学会及び研究会参加 124 第67回日本薬学会近畿支部総会等

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

年 度 29

年 度 30

光 熱 水 費

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

旅費交通費

小 科 目
主 な 使 途

消 耗 品 費

金 額

計

図 書

リサーチ・アシスタント

（ 研 究 費 ）
報酬・委託料

5,474

主 な 内 容

教 育 研 究 経 費 支 出

支 出 額

5,474

5,474

5,474

6,092

計

計

6,092

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
蒸留高純粋製造装置他

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

0

6,092

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

積 算 内 訳

実験用具（1,779）試薬（2,699）その他（996）

6,092
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（様式2）

法人番号 261006

研究費の支出状況 テーマ2 （千円）
平成 年度

研究費の支出状況 テーマ１ （千円）
平成 年度

計 0

計

通信運搬費
印刷製本費

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書 0

計 3,048 3,048

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,048 3,048 チューブミキサー他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 14,164 14,164

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 14,040 14,040 実験用具（5,746）試薬（6,389）その他（1,904）

印刷製本費
旅費交通費 124 学会及び研究会参加 124 第67回日本薬学会近畿支部総会等

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

年 度 29

年 度 30

光 熱 水 費

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

旅費交通費

小 科 目
主 な 使 途

消 耗 品 費

金 額

計

図 書

リサーチ・アシスタント

（ 研 究 費 ）
報酬・委託料

5,474

主 な 内 容

教 育 研 究 経 費 支 出

支 出 額

5,474

5,474

5,474

6,092

計

計

6,092

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
蒸留高純粋製造装置他

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

0

6,092

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

積 算 内 訳

実験用具（1,779）試薬（2,699）その他（996）

6,092
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（様式2）

法人番号 261006

研究費の支出状況 テーマ2 （千円）
平成 年度

研究費の支出状況 テーマ１ （千円）
平成 年度

研究費の支出状況 テーマ2 （千円）
平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書
計 815 815

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 815 815 薬品冷蔵ショーケース他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 11,646 11,646

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 11,646 11,646 実験用具(5126),試薬(5277),その他(1242)

印刷製本費
旅費交通費 0 0

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

計 0

年 度 31

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 8,325 8,325

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 8,283 8,283 実験用具(4842),試薬(2497),その他(943)

印刷製本費
旅費交通費 42 42 第78回日本癌学会学術総会,第44回日本骨髄腫学会学術集会

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

計 0

年 度 31

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書
計 3,411 3,411

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,411 3,411 多本架冷却遠心機他

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 17,282 17,282

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

報酬・委託料
（ 研 究 費 ） 17,195 17,195 実験用具（5,886）試薬（8,652）その他（2,657）

印刷製本費
旅費交通費 87 87 第68回日本薬学会近畿支部総会等

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

年 度 30
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